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インフラメンテナンス国民会議とは インフラメンテナンス国民会議の目的
1  革新的技術の発掘と社会実装
2 企業等の連携の促進
3  地方自治体への支援
4 インフラメンテナンスの理念の普及
5  インフラメンテナンスへの市民参画の推進
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インフラメンテナンス国民会議について
　沿革
　活動の拡がり
　推進体制
　
　
　

主要な活動
　令和7年度 インフラメンテナンス国民会議総会
　社会インフラテック2025
　　常識に縛られるな！群マネは、自由だ！
　　海外市場展開フォーラムの取り組みと海外展開事例紹介
　　高専生が経営トップに聞くインフラメンテナンス第3弾
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【写真提供】 山崎エリナ（やまさき・えりな）
写真家　兵庫県神戸市出身。パリを拠点に3年間の写真活動に専念する。50ヵ国以上を旅して撮影を続け、エッセイを執筆、写真集多数出版。2018～2025年は「山崎エリナ
写真展 インフラメンテナンス」を東京ビッグサイトなど全国各地で開催。橋梁、トンネル、道路のメンテナンス現場を撮影した写真による広報活動は、第３回インフラメンテナンス大
賞 優秀賞（国土交通省）を受賞。2022年度にはインフラメンテナンス特別賞を受賞（土木学会）。土木関連写真集に『インフラメンテナンス～日本列島365日、道路はこうして守ら

　インフラは豊かな国民生活、社会経済を支える基盤です。老朽化するインフラが急増するなかで、施設管理者は限られた予算

のなかで対応しなければなりません。そのため、インフラメンテナンスを効率的、効果的に行う体制を確保する必要があります。

　また、豊かな国民生活を送る上でインフラメンテナンスは国民一人ひとりにとって重要なものです。

　そこで、インフラを良好な状態で持続的に活用するために、産学官民が一丸となってメンテナンスに取り組む社会の実現に向

けて、インフラメンテナンスの理念の普及、課題の解決及びイノベーションの推進を図り、活力ある社会の維持に寄与することを

目的に平成28年11月に「インフラメンテナンス国民会議」は設立しました。

I n f r a s t r u c t u r e  M a i n   t e n a n c e  P h o t o g r a p h  
れている』、『Civil Engineers 土木の肖像』、『トンネル誕生』、『鉄に生きる サスティナブルメタル 電気炉鉄鋼の世界』、『アクアライン 知られざる姿』、『ローカルゼネコンの
素顔 ～眼差しの先に～』、『東京下水道 設備創造』『土木－100年後の日本を支える「人の力」』などがある。
現場の技術者たちへのエールを込めて作詞作曲・歌を担当した曲『この空の下で』（ヤマサキエリナ）が世界で音楽配信中。

インフラメンテナンス市区町村長会議
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写真  山崎エリナ最新刊フォトエッセイ集『土木 -100年後の日本を支える「人の力」』（土木学会）より
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インフラメンテナンス国民会議について
沿　革

7月25日

7月31日

12月2日

1月21日
1月30日

3月21日

5月30日
10月4日
11月29日

12月25日

5月21日

2月27日

6月30日

11月27日～
12月16日

4月15日～
4月27日

6月2日

7月29日

6月2日～
9月29日

11月28日

7月24日

4月
8月9日
12月6日

11月7日
12月4日

1月8日

12月8日

1月21日
4月28日
12月7日

1月13日
5月26日
12月6日

平成24年 

 

平成25年

 

平成26年

平成27年

 

 

平成28年  

平成29年

平成30年

令和元年

令和3年

令和4年

令和5年

国土交通大臣から社会資本整備審議会会長及び交通政策審議会会長あて
「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について」の諮問
第９回社会資本整備審議会・交通政策審議会技術分科会技術部会
（以下 技術部会）・社会資本メンテナンス戦略小委員会の設置
中央自動車道笹子トンネル天井板落下事故

「社会資本メンテナンス元年」として位置付け
社会資本の老朽化対策会議　設置
社会資本メンテナンス戦略小委員会緊急提言
「本格的なメンテナンス時代に向けたインフラ政策の総合的な充実
～キックオフ「メンテナンス政策元年」～」（大臣への手交）
社会資本の老朽化対策会議
・「社会資本の維持管理・更新について当面講ずべき措置」決定
「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について」中間答申（大臣への手交）
インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議　設置
インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議
・「インフラ長寿命化基本計画」決定
「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について」答申

社会資本の老朽化対策会議
・「国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」決定

技術部会「社会資本のメンテナンス情報に関わる３つのミッションとその推進方策」提言
・インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設置 等提言
「日本再興戦略改訂2015-未来への投資・生産性革命-」閣議決定
・インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設立　位置付け
インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設立に向けた意見交換会
（第１回）の実施
・約80の企業・団体から意見をヒアリング

インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設立に向けた意見交換会
（第２回）の実施
・国民会議の青写真をもとに約70の企業・団体と意見交換
「日本再興戦略2016-第４次産業革命に向けて-」閣議決定
・インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設置　位置付け
政務官勉強会提言
・「インフラメンテナンスの加速化」提言
・インフラメンテナンス国民会議（仮称）の創設　位置付け
インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設立に向けた準備会の実施
・国民会議の運営に参加したい企業・団体と、具体的な組織や実施事項について検討開始
・各種部会、フォーラム準備会により、検討内容、進め方等について議論（延べ11回開催）
インフラメンテナンス国民会議設立

平成29年度インフラメンテナンス国民会議総会（第１回インフラメンテナンス大賞表彰式と同日開催）

全国10地域で地方フォーラムが設立
第２回インフラメンテナンス大賞表彰式
平成30年度インフラメンテナンス国民会議総会（社会インフラテック2018開会式と同日開催）

第3回インフラメンテナンス大賞表彰式開催
令和元年度インフラメンテナンス国民会議総会（社会インフラテック2019ステージにて開催）

第４回インフラメンテナンス大賞表彰式開催
令和２年度インフラメンテナンス国民会議総会（メール開催）
令和3年度インフラメンテナンス国民会議総会（社会インフラテック2021ステージにて開催）

第5回インフラメンテナンス大賞表彰式開催
インフラメンテナンス市区町村長会議設立
令和4年度インフラメンテナンス国民会議総会（社会インフラテック2022  ステージにて開催）

第6回インフラメンテナンス大賞表彰式開催
インフラメンテナンス市区町村長会議全国大会開催（公益社団法人土木学会 と連携協定を締結）
令和5年度インフラメンテナンス国民会議総会（社会インフラテック2023 ステージにて開催）

　全国の１０ブロックにおいて地方フォーラムを設置し、企業、団体、

行政機関、又は個人による国民会議の会員の輪、更に、市区町村長

会議の設立により、インフラメンテナンスに高い関心を持つ市区町

村長の輪は、全国へ拡がりをみせています。

　地方特有の課題を踏まえた特色ある取り組みも含め、精力的に地

方での活動を進めています。

市区町村長会議地方ブロック毎　会員数内訳（R8.4.1）

活動の拡がり

　会員は、国民会議の趣旨に賛同して十分な意欲を持って活動に参画していただける企業、団体、行政機関（国を除く）又は個人

による正会員とし、正会員については、入会の手続きを経て会員の資格を取得することとしています。

　そのほか、国民会議運営のために会員の推薦によりご入会いただく特別会員や、活動以外の形態により国民会議に協力をいた

だく賛助会員があります。

会員種別 設立時（H28.11.28）現在（R8.4.1） 増加数

企業会員 95 1,177

1,568

195

453

3,393

1,082

1,495

168

449

3,194

行政会員 73

団体会員 27

個人会員 4

計 199

▶
▶
▶
▶
▶

参加会員内訳

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州・沖縄 合計

179 227 59 124 128 75 95 264 1,300149

 1 月 18 日
 1 月 22 日
 5 月 16 日
 12 月 4 日

 1 月 16 日
 1 月 27 日
 5 月 12 日
 12 月 11 日

 1 月 20 日
 1 月 21 日

令和6年

令和7年

令和8年

第7回インフラメンテナンス大賞 内閣総理大臣賞、各省大臣賞、特別賞表彰式開催
第7回インフラメンテナンス大賞 優秀賞表彰式開催
インフラメンテナンス市区町村長会議全国大会開催
令和6年度インフラメンテナンス国民会議総会（社会インフラテック2024 ステージにて開催）

第8回インフラメンテナンス大賞 内閣総理大臣賞、各省大臣賞表彰式開催 
第8回インフラメンテナンス大賞 特別賞、優秀賞表彰式開催
インフラメンテナンス市区町村長会議全国大会開催
令和7年度インフラメンテナンス国民会議総会（社会インフラテック2025 ステージにて開催）

第9回インフラメンテナンス大賞 内閣総理大臣賞、各省大臣賞表彰式開催
第9回インフラメンテナンス大賞 特別賞、優秀賞表彰式開催

会員内訳（R8.4.1）

3,393
全会員

企業会員
1,177

行政会員
1,568

団体会員 195

個人会員  
453
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推進体制 推進体制

　国民会議の活動については、国民会議の趣旨に賛同し活動に意欲のある企業、研究機関、施設管理者、市民団体等の会員にメリットの
ある活動を会員の主体的な運営により行うこととし、会員により構成される実行委員会、各部会、各フォーラム企画委員会を設け、運営を行
います。

総会 国民会議 会員（令和8年4月1日現在） 3,393者（企業1,177、行政1,568、団体195、個人453）

　国民会議全体の運営

会長

副会長

副会長

秋池 玲子
ボストンコンサルティンググループ

 日本共同代表

家田  仁
政策研究大学院大学

特別教授

国（国土交通省および関係省庁）

実行委員会

   公認フ ォーラム

北海道

近畿本部

東北
フォーラム

「ちゅうごく」
（中国フォーラム）

関東
フォーラム

四国地方
フォーラム

北陸インフラ
メンテナンス
フォーラム

九州
フォーラム

中部
フォーラム

沖縄
フォーラム

1 2 3 4 5

6 7 8 9 1 0
フォーラム

フォーラム

地方フォーラム（詳細は５・6ページ参照）

■実行委員長 大島 邦彦    （株）アイ・トランスポート・ラボ　

■実行委員

　（株）ベイシスコンサルティング

　（公社）日本ファシリティマネジメント協会　

　（株）日立ソリューションズ

　（一社） Water-n

　（一社）国土政策研究会

　日本ヒューム（株）

　岐阜大学

　社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会

　（株）土木管理総合試験所

阿部 雅人

岩佐 宏一

大堀 正人

奥田 早希子

片岡 信之

笹谷 達也

沢田 和秀

鈴木 泉

高山 保

田村 裕美

永田 善裕

中谷 孔右

羽鳥 徹

平野 圭

藤原 鉄朗　　

森尾 宣紀

山田 真寛

吉田 典明
　

　（一社）ソーシャルテクニカ

　リノブリッジ（株）

　（株）エコワーク

　富士フイルムビジネスイノベーション（株）

　(株)クリエート

　（一社）建設コンサルタンツ協会

　長崎市

　パシフィックコンサルタンツ（株）

　日本工営都市空間（株）

　

●首長同士の意見交換による知見や意識の向上
●トップダウンによるインフラメンテナンスの強力な推進

●社会に対するインフランテナンスの必要性の啓発

植野 芳彦
富山市

政策アドバイザー

革新的技術
フォーラム

自治体支援
フォーラム

技術者育成
フォーラム

市民参画
フォーラム

海外市場展開
フォーラム

オープンイノベーション
による異業種の連携や
技術の融合、マッチング

自治体の課題解決、自
治体のニーズ・民間企業
等のノウハウの情報交換

地域における技術者育
成の活動を支援

インフラやメンテナンス
への関わりを深めるため
の実践活動を展開

海外への情報発信や海
外展開案件形成

■リーダー
祢津 知広
　国土交通省

■企画委員
岩佐 宏一
　（公社）日本ファシリティマネジメント協会

笹谷 達也
　日本ヒューム（株）

杉崎 光一
　（株）ベイシスコンサルティング

鈴木 啓司
　パシフィックコンサルタンツ（株）

坂田 亨
　国土交通省

藤井 大地
　国土交通省

■リーダー
橋本 裕樹
　国土交通省

■企画委員
岩佐 宏一
　（公社）日本ファシリティマネジメント協会

鈴木 泉
　社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会

高山 保
　（株）土木管理総合試験所

森尾 宣紀
　長崎市

坂田 亨
　国土交通省

藤井 大地
　国土交通省

■リーダー
岩佐 宏一
　（公社）日本ファシリティマネジメント協会

■企画委員
世古 一穂
　ＮＰＯ研修・情報センター

鈴木 泉
　社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会

岡野 登美子
　アイセイ（株）

田中 努
　シビルＮＰＯ連携プラットフォーム

本間 順
　（株）駒井ハルテック

奥田 早希子
　（一社）Water-n

■企画委員
福島 広志 　
　国土交通省

今井 孝充　
　（株）フジタ

浅野 雄二
　（株）熊谷組

鈴木 啓司
　パシフィックコンサルタンツ（株）

武田 大輔
　（株）アイ・エス・エス

橋詰 健
　（一社）PPP推進支援機構 

■リーダー
鈴木 泉
　社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会

■企画委員
中谷 孔右
　（株）エコワーク

高山 保
　（株）土木管理総合試験所

渡邉 大介
　（株）ガイアート

柏 貴裕
　（株）三菱総合研究所

鈴木 康二
　（株）ワンステップ

秋田 英次
　山陽ロード工業（株）

柳澤 正和
　（株）赤城商会

粟本 太朗
　（株）建設技術研究所

橋本 裕樹
　国土交通省

坂田 亨
　国土交通省

藤井 大地
　国土交通省
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9

広報部会　インフラメンテナンスの理念普及、国民会議の広報

■部会長
永田 善裕

■幹事
小林 大
那珂 通大

大日本ダイヤコンサルタント（株）

ニチレキ（株）

■部会委員
奥田 早希子 
大野 真菜

（一社） Water-n 

三菱ケミカルインフラテック（株）

飯島 智典
藤井 大地

国土交通省

国土交通省

リノブリッジ（株）

企画部会　インフラメンテナンスに関する企画等
■部会委員 
大島 邦彦
奥田 早希子
片岡 信之
笹谷 達也
鈴木 泉 

（株）アイ・トランスポート・ラボ 

（一社） Water-n 

（一社） 国土政策研究会

日本ヒューム（株）

社会基盤ライフサイクル
マネジメント研究会

 
高山 保 
田村 裕美
永田 善裕
中谷 孔右
森尾 宣紀
山田 真寛

（株）土木管理総合試験所

（一社）ソーシャルテクニカ

リノブリッジ（株）

（株）エコワーク

長崎市

パシフィックコンサルタンツ（株）

祢津 知広
坂田 亨
飯島 智典
藤井 大地

国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省

■部会長 
国土交通省橋本 裕樹

■幹事 
国土交通省

日本工営（株）

早川 哲史
吉田 典明　 

参 与

相談役

岩城 一郎
日本大学
教授

冨山 和彦
株式会社IGPIグループ 会長
株式会社日本共創プラットフォーム

代表取締役社長
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インフラメンテナンス市区町村長会議 

地方フォーラム

■ 代表幹事　東京都稲城市長　髙橋 勝浩
群馬県 安中市長

埼玉県 春日部市長

千葉県 木更津市長

東京都  稲城市長

神奈川県 厚木市長

山梨県 甲府市長

長野県 大町市長

岩井 均
岩谷 一弘
渡辺 芳邦
髙橋 勝浩
山口 貴裕
樋口 雄一
牛越 徹

■ブロック幹事
北海道 稚内市長

■企画委員
北海道 札幌市長 

北海道 函館市長

北海道 旭川市長

北海道 釧路市長

北海道 帯広市長

北海道 網走市長

北海道 留萌市長 

北海道 稚内市長

北海道 倶知安町長

北海道 白老町長

工藤 広

秋元 克広
大泉 潤
今津 寬介
鶴間 秀典
上野 庸介
水谷 洋一
益田 克己
工藤 広
文字 一志
大塩 英男

 1 北海道ブロック

■ブロック幹事
東京都 稲城市長

■企画委員
茨城県 龍ケ崎市長

栃木県 下野市長

髙橋 勝浩

萩原 勇
坂村 哲也

 3 関東ブロック

■ブロック幹事
岩手県 宮古市長

■企画委員
青森県 八戸市長

岩手県 宮古市長

宮城県 白石市長 

秋田県 秋田市長 

山形県 山形市長 

福島県 南相馬市長 

中村 尚道

熊谷 雄一
中村 尚道
山田 裕一
沼谷 純
佐藤 孝弘
門馬 和夫

 2 東北ブロック

■ブロック幹事
石川県 かほく市長 

■企画委員
新潟県 新潟市長

富山県 氷見市長

石川県 かほく市長 

油野 和一郎

中原 八一
菊地 正寛
油野 和一郎

 4 北陸ブロック

■ブロック幹事
愛知県 豊川市長 
■企画委員
岐阜県 大野町長
静岡県 静岡市長
愛知県 豊川市長 
三重県 南伊勢町長

竹本 幸夫

宇佐美 晃三
難波 喬司
竹本 幸夫
上村 久仁

 5 中部ブロック

■ブロック幹事
島根県 益田市長
■企画委員
鳥取県 鳥取市長
島根県 益田市長
岡山県 赤磐市長  
広島県 呉市長
山口県 周南市長 

山本 浩章

深澤 義彦
山本 浩章
前田 正之
新原 芳明
藤井 律子

 7 中国ブロック

兵庫県 養父市長 
奈良県 宇陀市長
和歌山県 和歌山市長

大林 賢一
金剛 一智
尾花 正啓

■ブロック幹事
兵庫県 養父市長
■企画委員
福井県 鯖江市長
滋賀県 彦根市長 
京都府 京田辺市長
大阪府 東大阪市長

大林 賢一

佐々木 勝久
田島 一成
上村 崇
野田 義和

 6 近畿ブロック

■ブロック幹事
高知県 須崎市長 楠瀬 耕作

 8 四国ブロック

■ブロック幹事
長崎県 長崎市長 
■企画委員
福岡県 柳川市長 
佐賀県 武雄市長 
長崎県 長崎市長 
熊本県 熊本市長 
大分県 日田市長 
宮崎県 宮崎市長 
鹿児島県 鹿屋市長 
沖縄県 浦添市長 

鈴木 史朗

松永 久
小松 政
鈴木 史朗
大西 一史
椋野 美智子
清山 知憲
郷原 拓男
松本 哲治

 9 九州・沖縄ブロック

■企画委員
徳島県 美波町長 
香川県 坂出市長

高知県 須崎市長 

影治 信良
有福 哲二

楠瀬 耕作

 1 北海道フォーラム
 ■ リーダー
 高野 伸栄 北海道大学

 ■ 企画委員長
 栗田 悟 （一社）北海道建設業協会

 ■ 企画委員
 磯田 貴史 勇建設（株）

 中島 英治 伊藤組土建（株）

 藤本 隆仁 伊藤組土建（株）

 新沼 寛明 伊藤組土建（株）

 河村 巧 岩田地崎建設（株）

 遠田 康英 岩田地崎建設（株）

 佐藤 弘章 SSKファシリティーズ（株）

 横山 隆 （株）開発工営社

 佐々木 琢磨 （株）構研エンジニアリング 
 伊藤 捨雄 コンクリート・鋼構造物超耐久化工法研究会

 西川 忠 北電総合設計（株）

 中里 修二 サンエスホールディングスグループ

 伊藤 公彦　 （株）シビテック
 工藤 理恵子 積水ハウス（株）
 加藤 貴博 大日本ダイヤコンサルタント（株）

 竹内 正志 （株）東京設計事務所

 太田 隆文 （株）ドーコン

 山本 一彦 （株）ドーコン

 及川 宏之 （株）ドーコン

 富田 将義 （株）ドーコン

 阿部 幸康 （株）土木技術コンサルタント

 佐藤 聡也 （株）中山組

 髙橋 守人 西江建設（株）

 縄田 健志 西江建設（株）

 佐竹 智行 西松建設（株）

 内海 正徳 ニチレキ（株）

 渡邊 佳樹 ニチレキ（株）

 杉淵 正浩 日本データーサービス（株）

 沼田 寛 （株）ノース技研

 横山 利成 北王コンサルタント（株）

 青野 純一 北電総合設計（株）

 加藤 茂樹 北海道CON保全協会

 盛山 拓也 （株）メイセイ・エンジニアリング

 岡本 淳敏
 ■ オブザーバー
 大堀 正人 （株）日立ソリューションズ

 片岡 信之 （一社）国土政策研究会

 2 東北フォーラム
 ■ リーダー
 石川 雅美 東北学院大学

 ■ 企画委員長
 後藤 和彦  （株）復建技術コンサルタント
 ■ 企画委員
 小野 泰太郎 （株）小野建築研究所
 野木 雄治 （株）小野工業所

 阿部 裕彰 鹿島建設（株）

 中平 健太郎  （株）ガイアート
 新銀 武 （株）中央コーポレーション

 田中 実   東亜道路工業（株）

 小林 隆一  東亜道路工業（株）

 石倉 武幸  東急建設（株）

 高橋 秀輔  戸田建設（株）

 阿部 亮介　 ニチレキ（株）
 東 洋平 パシフィックコンサルタンツ（株）

 小笠原 光博 （株）福萬組
 林 昭宏 （株）フジタ

 若生 健  （株）復建技術コンサルタント

 齋藤 一人 三共（株）

 ■ 顧問
 遠藤 敏雄 （株）復建技術コンサルタント

 ■ オブザーバー
 田村 裕美 （一社）ソーシャルテクニカ

 平野 圭 （株）クリエート

 3 関東フォーラム
 ■ リーダー
 長山 智則 東京大学

 ■ 企画委員代表幹事
 柳澤 正和 （株）赤城商会

 ■ 企画委員
 平野 圭 （株）クリエート

 割田 和典　   （株）クリエート
 松原 直行　 前田建設工業（株）
 舛甚 幸一 （株）フジタ 

 野田 一弘　 八千代エンジニヤリング（株）
 古賀 淳 八千代エンジニヤリング（株）

 髙馬 克治 ニチレキ（株）

 小林 大 大日本ダイヤコンサルタント（株）

 宍甘 康広 富士通（株）

 木下 史朗 木下建工（株）

 島田 裕貴 東急建設（株）

 松井 健明 東亜道路工業（株） 
 井口 達也 （株）土木管理総合試験所

 堀米 剛　　　青木あすなろ建設（株） 
 長澤 大次郎　（一社）インフラソリューションズ産学連携コンソーシアム
 大林 廣文　 古河電工パワーシステムズ（株）
 ■ オブザーバー
 高山 保 （株）土木管理総合試験所

 山田 真寛 パシフィックコンサルタンツ（株）

 4 北陸インフラメンテナンスフォーラム
 ■ リーダー
 丸山 久一 長岡技術科学大学

 ■ 企画委員
 嶋田 浩一 （株）熊谷組

 池田 省吾 ニチレキ（株）

 若尾 明弘 エヌシーイー（株）

 湯川 雅昭 三和ボーリング（株）

 木下 史朗 木下建工（株）

 小林 徹 （株）レックス

 田村 康裕 開発技建（株）

 脇坂 哲也 大日本ダイヤコンサルタント（株）

 笹谷 輝彦 （株）国土開発センター

 浦田 孔二 （株）日本海コンサルタント

 中西 太 東亜道路工業（株）

 ■ オブザーバー
 大島 邦彦 （株）アイ・トランスポート・ラボ

 鈴木 泉 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会

 5 中部フォーラム
 ■ リーダー
 原田 和樹 日本工営都市空間（株）

 ■ サブリーダー
 伊藤 均 八千代エンジニヤリング（株）

 ■ メンター
 中村 光　　 名古屋大学
 沢田 和秀   岐阜大学

 ■ 企画委員
 井草 正人　 （株）エイト日本技術開発
 萩原 明伯   （株）エイト日本技術開発
 安立 寛 （株）オリエンタルコンサルタンツ

 内山 真人 （株）オリエンタルコンサルタンツ

 杉原 啓介 大日コンサルタント（株）

 中村 亮太 大日コンサルタント（株）

 名知 幹弘 中央コンサルタンツ（株）

 小河 浩幸 東亜道路工業（株）

 大谷 直弘 東亜道路工業（株）

 中村 浩二 戸田建設（株）

 坪山 龍太  戸田建設（株）

 田口 克也 ニチレキ（株）

 山本 康博 ニチレキ（株）

 近藤 智史  ニチレキ（株）

 吉田 典明 日本工営都市空間（株）

 榮 義彦 日本工営都市空間（株）

 角川 智哉 日本工営都市空間（株）

 沼田 良輝 ホーメックス（株）

 井端 将崇 八千代エンジニヤリング（株）

 ■ オブザーバー
 沢田 和秀 岐阜大学

 吉田 典明 日本工営都市空間（株）

 中谷 孔右 （株）エコワーク

 6 近畿本部フォーラム
 ■ リーダー
 片岡 信之  （一社）国土政策研究会
 ■ 企画委員
 霜上 民生        （一社）国土政策研究会
 坂野 昌弘 （一社）国土政策研究会

 板倉 信一郎 （一社）国土政策研究会
 宮原 正和 （一社）国土政策研究会

 有田 義隆 （一社）国土政策研究会

 印南 亮一 （一社）国土政策研究会

 岡崎 創太郎 （一社）国土政策研究会
 郭 慶煥 （一社）国土政策研究会

 河野 千代 （一社）国土政策研究会

 佐々木 一則 （一社）国土政策研究会
 多田 成宏 （一社）国土政策研究会

 谷口 誠 （一社）国土政策研究会

 西岡 勉 （一社）国土政策研究会 
 新田 耕司 （一社）国土政策研究会

 川上 隆 （一社）近畿建設協会

 福岡 成和 （一社）近畿建設協会

 藤輪 友宏 （公財）兵庫県まちづくり技術センター

 宮﨑 勝敏 （公財）大阪府都市整備推進センター

 7 「ちゅうごく」（中国フォーラム）
 ■ リーダー
 藤井 堅 広島大学

 ■ メンター
 宮本 文穂　 山口大学
 ■ 企画委員
 天満 真士 復建調査設計（株）

 高野 輝浩 （株）アイエスエス

 大西 奈  々 ＳＧエンジニアリング（株）

 藤井 友行 （株）エフ・ケー・シー

 青山 博 大林道路（株）

 狩屋 雅之 岡山県立岡山工業高等学校

 北川 貴敏 （株）ガイアート

 前土井 寛之 格正建設（株）
 桑田 聖久 （株）熊谷組

 秋田 英次 山陽ロード工業（株）

 廣田 和道 戸田建設（株）

 中田 彰 西尾レントオール（株）

 土屋 正隆 日本ミクニヤ（株）

 井上 智章 ニチレキ（株）

 清水 祐介 富士通（株）

 松本 豊久 復建調査設計（株）

 丹羽 健介 （株）Roope's

 ■ オブザーバー
 鈴木 泉 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会

 中谷 孔右 （株）エコワーク

 8 四国地方フォーラム
 ■ リーダー
 矢田部 龍一 愛媛大学
 ■ 企画委員
 庵原 伸二 （一社）四国クリエイト協会

 小林 伸治 （株）四電技術コンサルタント

 松田 秀和 四国建設コンサルタント（株）

 弓立 晃 （株）芙蓉コンサルタント

 矢田 康久 （株）第一コンサルタンツ

 松下 征司 ニチレキ（株）

 亀川 和之 大旺新洋（株）

 西堀 直人 （株）フソウ

 岡田 聡 応用地質（株）

 山本 晃臣 （株）フジタ建設コンサルタント

 矢野 貴支 （株）五星

 中村 希久帆 （株）富士建設コンサルタント
 下村 昭司 （株）ワタリコンサルタント

 佐々木 和憲 徳島県
 渡邉 香一郎 香川県
 和氣 敬祐 愛媛県

 宗光 広展 高知県

 ■ オブザーバー
 笹谷 達也 日本ヒューム（株）

 田村 裕美 （一社）ソーシャルテクニカ

 9 九州フォーラム
 ■ リーダー
 日野 伸一 久留米工業大学

 ■ 企画委員
 田中 清 （一社）建設コンサルタンツ協会九州支部

 穐山 泰治 （一社）建設コンサルタンツ協会九州支部

 栁田 誠二 （一社）建設コンサルタンツ協会九州支部

 吉田 鉄治 （一社）建設コンサルタンツ協会九州支部

 赤星 文生 （一社）九州地域づくり協会

 杣 辰雄　　 大成ジオテック（株）
 大江 豊　 　 計測検査（株）
 大園 一光 （一社）建設業連合会九州支部

 片山 英資 （株）Splice-Lab

 藤島 義久 （公社）日本技術士会 九州本部

 堤 英郎 （一社）九州建設技術管理協会

 稲富 敏弘 （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会

 平松 洋 （一社）日本橋梁建設協会九州事務所

 西 保幸 （一社）九州地方計画協会

 長 悟史 大日本ダイヤコンサルタント（株）

 立石 佳公 （株）福山コンサルタント

 岩 慎二郎 （株）麻生商事

 田口 敬二 （株）エイト日本技術開発

 岩永 信太郎 戸田建設（株）
 渡邉 泰幸 西松建設（株）

 坂上 典幸 ニチレキ（株）

 前田 稔 前田建設工業（株） 
 岩根 陽子 第一復建（株）

 佐久間 智恵 第一復建（株）
 松浦 和久 西日本技術開発（株）

 石丸 英伸 西日本技術開発（株）

 廣瀬 恵子 西日本技術開発（株）

 ■ オブザーバー
 笹谷 達也 日本ヒューム（株）

 鈴木 泉 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会

 森尾 宣紀 長崎市

 10 沖縄フォーラム
 ■ リーダー
 有住 康則 琉球大学

 ■ 企画委員
 下里 哲弘 琉球大学

 多嘉良 斉 （一社）沖縄県測量建設コンサルタンツ協会

 中村 均　 西日本高速道路（株）

 眞栄里 和也 （一社）沖縄しまたて協会
 照屋 則夫 （一社）日本道路建設業協会 沖縄支部

 上間 直之 沖縄県

 伊波 紀彦 （公財）沖縄県建設技術センター

 ■ オブザーバー
 岩佐 宏一 （公社）日本ファシリティマネジメント協会

愛媛県 西条市長
職務代理者 副市長 明比 卓志
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主要な活動

インフラメンテナンス国民会議は10年目に入って活動が大きく広がっており、改めて御礼
申し上げたい。
インフラメンテナンスの重要性というのは浸透してきているように思われる一方で、人口減
少が進んでおり、特に地方においては甚だしい状況である。この先、国民が安全かつ安
心して過ごせるような社会基盤をどのように作っていくかが国家的に大きな課題になって
きていると感じており、その最先端で頑張っているのが、インフラメンテナンスを担う市区
町村の皆様だと思う。次の10年は、本格的かつ厳しい、国民生活を守る戦いが続いてい
くと思うので、皆様にはこの国民会議をより活発にしていただきたい。

冨山 和彦
インフラメンテナンス
国民会議 会長

安全・安心に暮らせる社会基盤をつくるため
今後もより活発な議論を

インフラはメンテナンスからマネジメントを戦略的に進める方向に変わっていく。メンテナンス
という言葉は維持してる印象だが、マネジメントはものによって増やしたり、減らしていくダイ
ナミズムを含めた言葉である。
次の副会長2名は私ができないところを得意としている方々のため、大きなマーケットであ
るインフラマネジメントを担うビジネス体制を構築する糸口を作ること、また、現場の人々が
何に困り、不満を持ってるのか、どんな希望を持ち、生きがいを感じているのを把握してい
くことを期待しており。今後、国民会議がまた一味違った進化を遂げられると感じる。引き
続き、皆様方のご協力、ご支援をいただきたいと思う。

家田 仁
インフラメンテナンス
国民会議 副会長

新たな体制でインフラマネジメントを戦略的に推進
令和7年12月11日（木） 13:30～15:00 

東京ビッグサイト 東4ホール カンファレンスステージ

開会挨拶
冨山 和彦（国民会議会長／株式会社IGPIグループ会長）

祝辞
加藤 竜祥（国土交通大臣政務官）

議事
第１号議案副会長2名設置及び参与設置の件

第２号議案会長及び副会長選任の件

インフラメンテナンス国民会議の取組紹介
大島 邦彦（国民会議実行委員長）

加藤 竜祥氏
（国土交通大臣政務官）

大島 邦彦氏
（国民会議実行委員長）

令和7年度インフラメンテナンス国民会議総会
インフラメンテナンス国民会議は、我が国の全てのインフラメンテナンスの円滑な実施を目標とし、それを支援するために必要な
産学官民のプラットフォームを運営するとともに、インフラメンテナンスの円滑な実現に向け必要な事業を行っています。 

令和8年度から新たな体制となる「インフラメンテナンス国民会議」の今後について、会長と次期会長・副会長による意見交換を
行う、トークセッションを実施しました。

トークセッション

イノベーションは技術的なものと経営的、社会的なものが組み合わさって起きるもので、その最大の根源
は必要性となり、国民の皆様からも促していただきたい。少子高齢化の中で、高いレベルのインフラにおけ
る老朽化の問題を乗り越えられれば、世界中のロールモデルとなる。

冨山 和彦 インフラメンテナンス国民会議 会長（令和8年度から相談役）

国民はインフラのユーザーであり、負担者であり、さらに忘れてはいけないのはオーナーでもあること。オー
ナーに理解いただくことが合理的に進められることにつながり、企業もオーナーとして協力していく意識に
なっていけば、マネジメントが実現していく。

家田　仁 インフラメンテナンス国民会議 副会長（令和8年度から会長）

日本の快適さは素晴らしいインフラによって支えられている。私たちはそれを当たり前のものだと思ってい
るが、維持するためには多大な努力が必要であることを国民の皆様にも理解いただきながら、一緒に取り
組んでいきたい。

秋池 玲子 ボストンコンサルティンググループ 日本共同代表（令和8年度から副会長）

マネジメントではまず自分の意思が必要で、それをどうやって形で作っていくかっていうことが非常に重要
になってくる。我々専門家だけではなく一般の方 と々いっしょに構築していきたい。

植野 芳彦 富山市 政策アドバイザー（令和8年度から副会長）

日時
場所

プログラム

トークセッション
冨山 和彦（国民会議会長／株式会社IGPIグループ会長）

家田 仁（国民会議副会長／政策研究大学院大学 特別教授）

秋池 玲子（ボストンコンサルティンググループ 日本共同代表）

植野 芳彦（富山市 政策アドバイザー）

閉会挨拶
家田 仁（国民会議副会長／政策研究大学院大学 特別教授）
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常識に縛られるな！群マネは、自由だ！
　「インフラ老朽化」と「人手不足」の同時進行に現場は苦悩している中、注目を集め始めている「地域インフラ群再生戦略マネ
ジメント（群マネ）」について、すでに取り組んでいるモデル地域の事例や苦労話なども交えて議論を交わしました。

令和7年12月11日（木） 13 :00～15:00 

東京ビッグサイト東4ホールカンファレンスステージ

「群マネの概要・手引きの紹介」

　伊藤 瑞基（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 係長）

「群マネモデル地域による取組紹介」

　河野 龍一郎（益田市 建設部 土木課 課長補佐）

　花本 達哉（宇陀市 建設部 建設課 主査）

　渡邉 慶人（大館市 建設部 土木課 課長補佐）

「パネルディスカッション」

コーディネーター

　植野 芳彦（富山市政策アドバイザー）

群マネの概要・手引きの紹介の様子

伊藤 瑞基氏
（国土交通省 総合政策局
公共事業企画調整課 係長）

植野 芳彦氏
（富山市政策アドバイザー）

河野 龍一郎氏
（益田市 建設部 土木課 課長補佐）

花本 達哉氏
（宇陀市 建設部 建設課 主査）

渡邉 慶人氏
（大館市 建設部 土木課 課長補佐）

社会インフラテック2025
　インフラメンテナンス国民会議と日本経済新聞社は、令和7年12月10日から12日までの3日間、東京ビッグサイトにて「社会イン
フラテック2025」を開催しました。カンファレンスステージでは、インフラメンテナンス国民会議総会をはじめ、インフラ維持管
理・ 老朽化対策に関するこれまでの取組や今後のあり方などをテーマとしたプログラムを実施しました。また、展示ブースでは、イ
ンフラメンテナンス国民会議ブースを設け、パネルや映像を通じて本会議の活動や取組を紹介するとともに、国民会議実行委員が
コンシェルジュとして来場者への説明や相談に応じました。

日時
場所

展示規模
来場者数

主催
後援

令和7年12月１０日（水）～12日（金） の3日間 

東京ビッグサイト 東4ホール 

32社・団体 

約59,873人（3日間合計） （同時開催展「エコプロ、 社会イ

ンフラテック、 カーボンニュートラルテック、 自然災害対策

展/ ウェザーテック」との合計） 

インフラメンテナンス国民会議、日本経済新聞社、日経BP 

国土交通省、内閣府、経済産業省、環境省、文部科学省、 

厚生労働省、警察庁、公益社団法人土木学会

社会インフラテック2025会場の様子 加藤竜祥国土交通大臣政務官による視察の様子

インフラメンテナンス国民会議展示ブース

インフラの老朽化によるリスクや対策について
タッチパネルで紹介するコンテンツ

インフラメンテナンス国民会議展示ブース

日時
場所

プログラム
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日時
場所

プログラム

令和7年12月12日（金） 14:20～16:00 

東京ビッグサイト東4ホールカンファレンスステージ

●パネリスト
本田 俊介（株式会社フジドリームエアラインズ 代表取締役社長）

辻本 純平（旭川工業高等専門学校 システム制御情報工学科）

福崎 奈央（長岡工業高等専門学校 環境都市工学科）

龍野 なお（呉工業高等専門学校 環境都市工学科）

●ファシリテーター： 小又 寛也（インフラマネジメントテクノロジーコンテスト マーケティング部会長）

意見交換の様子

小又 寛也氏
（インフラマネジメント
テクノロジーコンテスト
 マーケティング部会長）

海外展開事例紹介の様子 

本田 俊介氏
（株式会社フジドリームエアラインズ

代表取締役社長） 

福崎 奈央氏
（長岡工業高等専門学校
環境都市工学科）

辻本 純平氏
（旭川工業高等専門学校
システム制御情報工学科）

龍野 なお氏
（呉工業高等専門学校
環境都市工学科）

舘 健一郎氏
（国土交通省

総合政策局海外プロジェクト推進課
国際建設管理官）

松本 正人氏
（NEXCO-West USA President and CEO） 

小林 史治氏
（ショーボンド建設株式会社

海外事業部課長）

海外市場展開フォーラムの取り組みと
海外展開事例紹介
　インフラシステムの海外展開について、国民会議海外市場展開フォーラムの取組紹介をはじめ、アメリカ、インドなど各国で事
業展開を進めている国内企業の担当者による事例紹介を実施しました。

高専生が経営トップに聞く
インフラメンテナンス第4弾
　空のインフラを担う経営者と「インフラマネジメントテクノロジーコンテスト」に出場した地域の未来を担う学生が、地方と都市
の格差などの課題について意見を交わし、インフラのあり方や将来像を描きながら、今後の展開を探りました。

日時
場所

プログラム

令和7年12月12日（金） 10:30～12:00 

東京ビッグサイト東4ホールカンファレンスステージ

「海外市場展開フォーラムの取り組み」

　舘 健一郎（国土交通省　総合政策局海外プロジェクト推進課 国際建設管理官）

「米国におけるインフラ技術での事業展開」

　松本 正人（NEXCO-West USA President and CEO）

「インド橋梁補修試験施工と海外展開の展望」

　小林 史治（ショーボンド建設株式会社 海外事業部課長）
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インフラメンテナンス市区町村長会議
《インフラメンテナンス市区町村長会議》

北海道ブロック
　インフラメンテナンスに高い関心を持つ市区町村長が自ら構成員となる「インフラメンテナンス市区町村長会議」を令和4年
4月28日に設立しました。

　令和7年5月12日には第3回目となる「インフラメンテナンス市区町村長会議 全国大会」を開催し、各地方ブロックの意見発表、
議事、特別講話などを実施しました。

　北海道ブロックは、インフラメンテナンスに関する「予算の確保」、「技術職員の不足」の課題に加え「積雪寒冷地」、「広域分散
社会」といった特有の課題も輻輳しており、課題の対応に向けた検討と情報共有の有用性に賛同いただいた道内179市町村すべての
自治体で構成しております。
　当ブロックでは、令和7年11月17日に「インフラメンテナンス市区町村長会議 北海道ブロック会議」を開催し、土木学会より「北海
道における道路橋の劣化要因の分析と市町村の維持管理特性」、国土交通省からは「国土交通省のインフラメンテナンスに関する取
組みについて」と題して講演をいただきました。講演では、劣化の特徴が類似する市町村のグルーピングによる維持管理方針の見え
る化や、群マネについて情報提供をいただきました。
　講演後の意見交換では「群マネの認知度や取組みの進め方について」をテーマとし、北海道ブロックを対象に事前に行ったアン
ケート調査結果を基に、群マネの認知度向上には「成功事例の共有」や「学習の場の創設」が必要であることを確認いたしました。
　当ブロックは今後も、深刻な道内のインフラメンテナンスの課題解決に向けた方向性を全道的に議論していくため、インフラの管
理者である市町村長がリーダーシップを発揮して、より活発な自治体間の交流や情報収集、意見交換推進の一翼として取組んで参
ります。

インフラメンテナンス市区町村長会議 北海道ブロック会議

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年5月12日(月) 15:00～17:00

砂防会館別館（東京都千代田区）

約380名（うち首長ご本人約170名）

主催者挨拶
髙橋 勝浩（市区町村長会議 代表幹事／稲城市長）

来賓祝辞
高橋 克法（国土交通副大臣）

冨山 和彦（国民会議 会長）

意見発表
楠瀬 耕作（四国ブロック幹事／須崎市長）

竹本 幸夫（中部ブロック幹事／豊川市長）

山本 浩章（中国ブロック企画委員／益田市長）

議事：決議［活動計画（案）、決議（案）］
特別講話　　
廣瀬 昌由（国土交通省 技監）

家田 仁（国民会議 副会長）

佐々木 葉（公益社団法人土木学会 会長）

植野 芳彦（富山市政策アドバイザー）

・首長同士の意見交換による、メンテナンスに関する知見や意識の向上 
・トップダウンによるインフラメンテナンスの強力な推進 
・社会に対するインフラメンテナンスの必要性の啓発

目的

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年11月17日（月） 11:00～12:35

TKP札幌駅カンファレンスセンター（３Bホール）

企画委員：１０市町、構成員：４２市町村（WEB）

開会挨拶
水谷 洋一　（北海道ブロック幹事／網走市長）

来賓挨拶
高野 伸栄（北海道フォーラムリーダー／北海道大学大学院工学研究院教授）

松本 浩嗣（公益社団法人土木学会インフラメンテナンス総合委員会北海道支部委員

／北海道大学大学院工学研究院准教授）

遠藤 達哉（国土交通省北海道開発局長）

森下 博之（国土交通省総合政策局公共事業企画調整課長）

講演
「北海道における道路橋の劣化要因の分析と市町村の維持管理特性」

 松本 浩嗣（公益社団法人土木学会インフラメンテナンス総合委員会北海道支部委員）

「国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組みについて」

 森下 博之（国土交通省総合政策局公共事業企画調整課長）

意見交換会
〈企画委員〉

水谷 洋一（網走市長）

天野 周治（札幌市副市長（代理出席））

春山 英之（函館市土木部長（代理出席､WEB））

宮崎 雄一（倶知安町副町長（代理出席､WEB））

時田 英樹（旭川市土木部次長（代理出席､WEB））

大塩 英男（白老町長）

中村 基明（釧路市副市長（代理出席､WEB)）

安達 康博（帯広市副市長（代理出席、WEB））

大和 俊賢（留萌市都市環境部長（代理出席、WEB)）

川野 忠司（稚内市副市長（代理出席））

〈構成員〉

伊藤 博明（幕別町副町長（代理出席、WEB））

〈公益社団法人土木学会〉

松本 浩嗣（インフラメンテナンス総合委員会北海道支部委員）

〈国土交通省〉

森下 博之（総合政策局公共事業企画調整課長）

髙橋 勝浩氏
（市区町村長会議
代表幹事／稲城市長）

高橋 克法氏
（国土交通副大臣）

冨山 和彦氏
（国民会議 会長）

楠瀬 耕作氏
（四国ブロック幹事
／須崎市長）

竹本 幸夫氏
（中部ブロック幹事
／豊川市長）

山本 浩章氏
（中国ブロック企画委員

／益田市長）

廣瀬 昌由氏
（国土交通省 技監）

家田 仁氏
（国民会議 副会長）

佐々木 葉氏
（公益社団法人
土木学会 会長）

植野 芳彦氏
（富山市政策
アドバイザー）

水谷洋一網走市長による
開会挨拶の様子

松本浩嗣氏による講演の様子

意見交換会の様子
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関東ブロック
　関東ブロックにおけるインフラメンテナンスに関心を有する市区町村長で構成するインフラメンテナンス市区町村長会議関東ブ
ロック会議を開催しました。
　開会挨拶では、関東ブロック幹事である稲城市長より、インフラメンテナンスにおいては事後対応型から予防保全型へ移行するこ
とが喫緊の課題となっていることから、首長主導による取組強化と、市区町村長会議への参画拡大を通じた市区町村連携の重要性が
示されました。
　議事においては、「令和７年度年間事業計画」として先進的な取組の情報共有などを行う関東ブロック会議を開催すること、情報
交換及び広報活動を行うこと、土木学会関東支部及び関東フォーラムとの連携等に取り組むことを議決しました。
　講演では、国土交通省総合政策局公共事業企画調整課長から笹子トンネル事故以降の制度整備と予防保全型への転換経緯が示
されました。また、八潮市の下水道事故を契機とした、メンテナビリティ、リダンダンシーの考え方や、地域インフラ群再生戦略マネジ
メントの取り組みについて紹介がありました。インフラメンテナンス市区町村長会議と土木学会との連携協定締結を受け、土木学会関
東支部の協力により、学会員の山梨大学教授より、市町村の人材・技術不足を補うため、建設技術センターを核とした産学官連携によ
る自治体支援体制の有効性が紹介されました。
　自治体発表では、春日部市から下水道事業の現状と課題が示され、維持管理の基本方針を定めたストックマネジメント計画の策定
の取り組みとリスク評価について紹介がありました。厚木市からは、下水道の取り組みについて職員による緊急点検や管路の特別重
点調査、ストックマネジメント計画の第Ⅱ期策定について紹介がありました。
　引き続き、市区町村での連携を強化し、新技術等を活用することで、持続可能なインフラメンテナンスの取り組みを推進していきます。

インフラメンテナンス市区町村長会議 関東ブロック会議（第４回）

東京都稲城市長髙橋勝浩
開会挨拶の様子

会場の様子

議事議決後の記念写真の様子

日時
場所
参加者

プログラム

令和７年７月２５日（金） 10：30～12：00

レンブラントホテル厚木

173名（会場参加112名、WEB参加61名）

（自治体、国土交通省、関東フォーラム、土木学会 等）

開会挨拶
髙橋 勝浩（インフラメンテナンス市区町村長会議関東ブロック幹事／

稲城市長）

開催地挨拶
山口 貴裕（神奈川県企画委員／厚木市長）

来賓挨拶
杉山 太宏（土木学会  関東支部長）

長山 智則（関東フォーラムリーダー  東京大学大学院工学系研究科教授）

田中 克直（国土交通省 関東地方整備局 企画部長)

議事
令和６年度活動報告及び令和７年度年間事業計画（案）

議長： 髙橋 勝浩（インフラメンテナンス市区町村長会議関東ブロック幹事／

稲城市長）

議事読上：渡辺 芳邦（千葉県企画委員／木更津市長）

講演
国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

 森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

山梨県におけるインフラメンテナンスの取組み

 齊藤 成彦（土木学会関東支部連携／山梨大学大学院総合研究部工学

域土木環境工学系（土木環境工学）教授）

自治体発表
 ・ インフラメンテナンスに係わる現状と課題について

  ～下水道事業における現状と課題～

伊田 孝史（埼玉県企画委員）※代理春日部市上下水道部次長

 ・ 厚木市におけるインフラメンテンナンスの取組

山口 貴裕（神奈川県企画委員／厚木市長）

閉会挨拶
坂村 哲也（栃木県企画委員／下野市長）

※役職は開催時のもの

東北ブロック
　東北ブロックでは、秋田県秋田市にて「令和7年度インフラメンテナンス市区町村長会議 東北ブロック」を開催いたしました。
　意見交換会では、「インフラメンテナンスの現状と取り組み」、「持続可能なインフラ維持のための人材育成」の2つのテーマについ
て企画委員である宮古市 中村市長、白石市 山田市長、山形市 佐藤市長、八戸市 熊谷市長、秋田市 沼谷市長、南相馬市 門馬市長か
ら各市の取組状況をご発言いただき、意見交換を行いました。１つ目のテーマでは住民協働によるインフラメンテナンスの取り組み
や、包括的民間委託の導入、衛星を活用した漏水調査の実施などについて発言がありました。２つ目のテーマでは将来の担い手育成
を目的として小中学生を対象とした建設業の出前講座の実施や、ベテラン職員の経験に基づく知識をマニュアル化し技術継承してい
くといった発言がありました。秋田大学徳重教授からは、住民を巻き込んで自分たちのインフラという認識を高め、メンテナンスに一
緒に取り組んでいくことが必要との発言がありました。また東北フォーラム石川リーダーからは、人口の減少に伴い建設業の技術者不
足も課題となっていることから、事務的な業務もDX化し業務の削減を進めていくことが必要で、効率化や人員確保に関わる予算が全
てインフラメンテナンスの予算と考え、土木学会東北支部とも連携し予算・財源の確保を求めていくことが重要という発言があり、活
発な意見交換となりました。東北ブロックでは2024年9月に参画機関100％となっており、今後より一層の繋がりが期待されます。引
き続き効果的・効率的なインフラメンテナンスを目指し、取り組みを推進していきます。

令和7年度インフラメンテナンス市区町村長会議東北ブロック

東北ブロック幹事（宮古市長）による
開会挨拶の様子

記念撮影の様子

意見交換会の様子

日時
場所

参加者

プログラム

令和7年12月24日（水） 14:00～16:30

秋田市にぎわい交流館AU 3F 多目的ホール

会場出席 ：約70名（25市町村）

Web出席：約90名（70市町村）

開会挨拶
中村 尚道 （東北ブロック幹事／宮古市長）

開催地挨拶
沼谷 純 （東北ブロック企画委員／秋田市長）

来賓祝辞
森下 博之 （国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

西村 拓 （国土交通省 東北地方整備局長）

議事
議長：中村 尚道（東北ブロック幹事／宮古市長）

 ・ 令和7年度及び令和8年度活動計画（案）

活動計画説明：佐々木 拓（宮古市都市整備部建設課長）

 ・ 決議（案）

決議案提案：沼谷 純（東北ブロック企画委員／秋田市長）

講演
「インフラメンテナンス国民会議東北フォーラムの近況と土木学会東北支部

 「東北インフラマネジメント委員会」の提言」

 石川 雅美（インフラメンテナンス国民会議東北フォーラム リーダー／東北学院

大学 工学部 教授）

「国土交通省におけるインフラメンテナンスの取組」

 森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

意見交換会
中村 尚道 （東北ブロック幹事／宮古市長）

熊谷 雄一 （東北ブロック企画委員／八戸市長）※VTR参加

山田 裕一 （東北ブロック企画委員／白石市長）※WEB参加

沼谷 純 （東北ブロック企画委員／秋田市長）

佐藤 孝弘 （東北ブロック企画委員／山形市長）※VTR参加

門馬 和夫 （東北ブロック企画委員／南相馬市長）※WEB参加

石川 雅美 （インフラメンテナンス国民会議東北フォーラム リーダー

  ／東北学院大学 工学部 教授）

徳重 英信 （秋田大学 大学院理工学研究科 教授）

中尾 吉宏 （司会・進行／東北地方整備局企画部長）

閉会挨拶
熊谷 雄一 （東北ブロック企画委員／八戸市長）
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中部ブロック北陸ブロック
　インフラメンテナンスの重要性・現状課題について共有し、持続可能なインフラメンテナンスの実現に向けて、トップダウンにより力
強く推進していくことを目的としております。
　今回の会議ではまず、氷見市ふるさと整備課長より、北陸ブロック市区町村長会議の概要や国民会議の加入状況について説明をい
ただきました。
　講演では、国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課の森下課長より「国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組につい
て」講演をいただきました。
　また、北陸インフラメンテナンスフォーラム富山・石川ブロックリーダーの宮里氏より、「市町村のインフラメンテナンスの現状と北
陸ＳＩＰの取組について」ご講演いただきました。
　意見交換では、構成員より各自治体のインフラメンテナンスの取組や、課題についてご発言いただき、活発な意見交換となりました。
　引き続き、インフラメンテナンスの重要性・現状課題について共有し、持続可能なインフラメンテナンスの実現に向けて市区町村長
会議参画自治体の横の連携、各県との縦連携が進められるよう調整していきます。

北陸ブロックインフラメンテナンス市区町村長会議

開会挨拶（菊地氷見市長）

来賓、企画委員及び構成員による記念撮影

講演（宮里 心一氏）

閉会挨拶（油野かほく市長）

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年６月３０日（月） １３:００～１４:３０

氷見市役所　全員協議会室

45市町村

開会挨拶
菊地 正寛（北陸ブロックインフラメンテナンス市区町村長会議 幹事／氷見市長）

祝辞
森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長）

北陸ブロック市区町村長会議 概要説明
河端 良之（氷見市 建設部 ふるさと整備課 課長）

講演
 ・ 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

  森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長）

 ・ 市町村のインフラメンテナンスの現状と北陸ＳＩＰの取組について

  宮里 心一（金沢工業大学 工学部 教授）

  （北陸インフラメンテナンスフォーラム富山・石川ブロックリーダー）

意見交換（質疑・応答）
その他
閉会挨拶
油野 和一郎（北陸ブロックインフラメンテナンス市区町村長会議 企画委員／かほ

く市長）

　インフラメンテナンス市区町村長会議中部ブロック会議は、公益社団法人土木学会中部支部と連携して、中部ブロック会議を愛知
県豊川市のイオンモール豊川で開催しました。
　本会議には会場に約８０名、Webでは約１１０名の計約１９０名が参加しました。
　国土交通省総合政策局公共事業企画調整課長の森下博之氏がインフラメンテナンスの取組と題して、インフラメンテナンスにおけ
る最新の情報を講演を通して参加者へ共有しました。また、中部フォーラムリーダーの原田和樹氏が、中部フォーラムによる七宗町に
おける橋梁塗装の塗り替えの取り組み等について講演しました。中日本高速道路株式会社技術本部環境・技術企画部長の江良嘉宏
氏においては、NEXCO中日本におけるインフラ保全技術者の育成支援について講演しました。三重県明和町建設課長の西尾直伸氏
からは、包括的民間契約における地元事業者との関係性の助言や試行導入の有用性について講演を行い、持続可能なインフラメンテ
ナンスの実現に向け、関係者が連携して取り組んでいくことを再確認しました。
　また、山崎エリナ氏が写真家が見た現場の魅力について特別講演を行いました。ありのままのインフラメンテナンスの現場を写真を
通じて視覚的に認識し、普段土木に従事する者では気づかない観点からインフラメンテナンスの課題や魅力について改めて確認する
ことができました。

インフラメンテナンス市区町村長会議 中部ブロック会議

日時
場所
参加者

プログラム

令和8年1月29日（木） 13:30～15:30

イオンモール豊川 3F イオンホール

約１９０名（会場出席約１１０名、Web出席約８０名）

開会挨拶
竹本 幸夫（中部ブロック幹事／愛知県豊川市長）

来賓挨拶
森本 輝（国土交通省中部地方整備局長）

森下 博之（国土交通省総合政策局公共事業企画調整課長）

講演
「国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について」

 森下 博之（国土交通省総合政策局公共事業企画調整課長）

「中部フォーラムの取組紹介」 

　原田 和樹（インフラメンテナンス国民会議中部フォーラムリーダー／日本工

営都市空間株式会社執行役員社会基盤コンサルタント事業本部 本部長）

「NEXCO中日本におけるインフラ・ソリューションの取組  

～点検・維持管理における高速道路と地域道路との連携～」

　江良 嘉宏（土木学会中部支部 商議員 ／中日本高速道路株式会社 技術本

部 環境・技術企画部長）

「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

　西尾 直伸 （三重県明和町 建設課長）

特別講演
「インフラメンテナンス現場の魅力を伝える ～写真家が見た現場の魅力～」

 山崎 エリナ

閉会挨拶
広田 眞理子（中部ブロック企画委員／三重県南伊勢副町長）

開会挨拶：ブロック幹事（竹本豊川市長）

明和町西尾建設課長による講演

山崎エリナ氏による特別講演
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近畿ブロック
　近畿ブロックでは、市町村長のメンテナンスに関する知見や意識の向上、トップダウンによるインフラメンテナンスの強力な推進、
社会に対するインフラメンテナンスの必要性の啓発等を目的として、先進的な事例の共有や、インフラメンテナンスの今後の方向性に
関する意見交換、議論を踏まえたメッセージの発信などに取り組んでおります。
　令和7年度も近畿本部フォーラムの協力のもと総会を開催し、講演や意見交換会を実施することにより、インフラメンテナンスに関
する情報交換、知見や意識の向上を図りました。
　「戦略的なインフラメンテナンスマネジメントについて」をテーマとした各府県企画委員及び構成員による意見交換では、各自治体
の現状や抱える課題とそれに対する取組みの情報交換、地域インフラ群再生戦略マネジメントモデル地域自治体による事例が紹介さ
れる等、課題解決に向けて活発な議論がなされました。また、多くの自治体が、技術職員の不足やインフラ施設の急速な老朽化等の
直面している危機的状況を打破するため、『市区町村長会議』という共有できる場を活かし、まず、「共通の課題を抱えている自治体
同士が連携し、一歩を踏み出すことが必要不可欠である」ことを再認識しました。

「インフラメンテナンス市区町村長会議近畿ブロック」第４回総会

ブロック幹事（養父市長）による開会挨拶の様子

意見交換会の様子

土木学会関西支部 三木 朋広氏による講演

日時
場所

参加者

プログラム

令和７年５月２２日（木） 13:00～16:00

花博記念公園鶴見緑地内　特設ステージ

池口 正晃（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

髙橋 伸輔（国土交通省 近畿地方整備局 企画部長）

三木 朋広（土木学会関西支部/神戸大学大学院 工学研究科教授）

大林 賢一（近畿ブロック幹事／兵庫県企画委員／養父市長）

佐々木 勝久（福井県企画委員／鯖江市長）

佐藤 健司（滋賀県企画委員／大津市長）

上村 崇（京都府企画委員／京田辺市長）

野田 義和（大阪府企画委員／東大阪市長）

金剛 一智（奈良県企画委員／宇陀市長）

尾花 正啓（和歌山県企画委員／和歌山市長）

酒井 了（大阪府構成員／貝塚市長）

馬場 正実（京都府構成員／和束町長）

越田 謙治郎（兵庫県構成員／川西市長）

注：役職は開催時のもの

１． 開会挨拶
大林 賢一（近畿ブロック幹事／兵庫県企画委員／養父市長）

２． 来賓挨拶
高橋 勝浩（インフラメンテナンス市区町村長会議 代表幹事／稲城市長）

※ビデオメッセージ

池口 正晃（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

３． 基調講演
『国土交通省におけるインフラメンテナンスの取組』

 池口 正晃（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

４． 特別講演
『デジタルツインを用いたコンクリート構造物の性能評価』

 三木 朋広（土木学会関西支部／神戸大学大学院 工学研究科教授）

５． 意見交換会
『戦略的なインフラメンテナンスマネジメントについて』

コメンテーター

三木 朋広（土木学会関西支部/神戸大学大学院 工学研究科教授）

コーディネーター

髙橋 伸輔（国土交通省 近畿地方整備局 企画部長）

パネリスト（意見交換会参加者含む）

大林 賢一（近畿ブロック幹事／兵庫県企画委員／養父市長）

佐々木 勝久（福井県企画委員／鯖江市長） 佐藤 健司（滋賀県企画委員／大津市長）

上村 崇（京都府企画委員／京田辺市長） 野田 義和（大阪府企画委員／東大阪市長）

金剛 一智（奈良県企画委員／宇陀市長） 尾花 正啓（和歌山県企画委員／和歌山市長）

酒井 了（大阪府構成員／貝塚市長） 馬場 正実（京都府構成員／和束町長）

越田 謙治郎（兵庫県構成員／川西市長）

注：役職は開催時のもの

　「インフラメンテナンス市区町村長会議」と「土木学会」との連携に関する協定に基づき、インフラメンテナンス市区町村長会議
（近畿ブロック）と土木学会関西支部による連携企画として、｢環境振動講習会｣を開催しました。
　｢環境振動｣とは、建設工事や車両の走行など、日常的に発生する人為的な振動のことを指し、多くの自治体において、苦情対応等
で頭を悩ませている課題の１つであり、関心が高いことから、今回のテーマとしました。
　当日は、企画委員の京田辺市長、土木学会関西支部の副支部長をはじめ、京田辺市職員、土木学会関西支部のメンバーの他、京都
府、近隣の自治体職員など多数の参加がありました。
　講習会では、｢環境振動｣を専門とする学識者や、幅広い分野の民間事業者の方々を講師としてお招きし、｢振動の基礎知識｣や、｢具
体的な対策事例｣について講演が行われ、参加者は理解を深めることができました。
　意見交換会では、各市町が抱えている、「振動」をはじめとするインフラメンテナンス全般に関しての困り事について相談がなさ
れ、土木学会関西支部や専門家の講師の方々から解決に向けた助言を頂くなど、有意義な議論が行われました。

環境振動講習会（土木学会・インフラメンテナンス市区町村長会議 連携企画）

日時
場所
参加者

プログラム

令和７年８月２２日（金） １３:００～１７:００

京田辺市立中央公民館　大ホール

京都府（7名） 京田辺市（上村市長他17名）

宇治市（5名） 城陽市（5名）

井手町（2名） 宇治田原町（6名）

久御山町（4名） 八幡市（2名）

石田振動環境研究室（1名）

神奈川県環境科学センター（1名）

株式会社べネック振動音響研究所（1名）

阪神高速技研株式会社（4名）

株式会社CPC（3名） 大阪府（1名）

西日本旅客鉄道株式会社（2名）

NTT東日本株式会社（2名）

株式会社NTTフィールドテクノ（1名）

NTT西日本株式会社（1名） 関西大学（1名）

阪神高速技術株式会社（1名） NTTインフラネット株式会社（1名）

土木学会関西支部（鶴田副支部長他5名）（上記と重複有り）

計７０名

講演
① 道路交通振動の発生と伝搬に関する基礎知識　　

 石田 理永（石田振動環境研究室）

② 道路交通振動に係る苦情対応

 横島 潤紀（神奈川県環境科学センター）

③ 道路交通振動の実測と居住性能評価

 林 健太郎（ベネック振動音響研究所）

④ 阪神高速道路における対策事例

 北澤 俊彦（阪神高速技研株式会社）

⑤ 一般街路における軟弱地盤に起因する振動事例と対策

 鳥居 剛（株式会社CPC）

⑥ 新幹線における振動事例と対策

 佐原 孝紀（西日本旅客鉄道株式会社）

⑦ 通信用光ファイバを活用した地中振動モニタリングの検討状況　　

 伊藤 靖之（東日本電信電話株式会社）

意見交換会
振動をはじめとするインフラメンテナンス全般に関しての困り事について相談

企画委員（京田辺市長）による開会挨拶の様子

土木学会関西支部
加賀山泰一氏による挨拶の様子

意見交換会の様子
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　地域建設業の担い手育成の一環として、島根県益田市内の小学生を対象に、担い手フェア「未来のヒーローへ」を土木学会の協力
のもと、インフラメンテナンス市区町村長会議中国ブロックの主催で実施しました。
　当日は土木学会、インフラメンテナンス国民会議、インフラメンテナンス国民会議ちゅうごく、中国地方整備局がブースを出展し、益
田市内の4つの小学校から約250名の児童が参加しました。児童たちは橋やトンネル、流域治水の模型実験、水質パックテスト、降雨
体験、3Dモデル作成など、実際に手を動かしながら楽しく学べる体験型ブースをスタンプラリー形式で巡りました。
　本イベントの目的は、楽しみながら「インフラ」に触れてもらうことで、地域におけるインフラ維持管理の重要性と魅力を伝えること
にあります。参加した児童たちは地域のインフラ維持や防災対策の必要性を実感し、地域社会の安全・安心を支える「未来のヒー
ロー」としての自覚を醸成しました。
　さらに、地域建設業や公共インフラに対する関心を高めることにより、将来的な担い手確保にもつながることが期待されます。今後
もこうした体験型イベントを継続して実施し、地域のインフラ維持や防災対策を担う人材育成を推進するとともに、地域活性化に寄与
していくことが重要です。

担い手フェア  未来のヒーローへ

家田教授が「インフラ」の説明をしている様子

降雨体験機で大雨体験をしている様子

ジオラマでインフラの
異常箇所を発見している様子

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年10月3日（金） 10:30～15:30

島根県芸術文化センター「グラントワ」

島根県益田市内の小学生約250名

出展ブース
 ・ りゅういきちすいのもけい

 ・ こううたいけん

 ・ すいしつパックテスト

 ・ はしのもけいじっけん

 ・ トンネルのもけいじっけん

 ・ どぼくカルタ

 ・ しんぶんしで作るぼうさいグッズ

 ・ きみも３Dクリエイター

 ・ どうろのジオラマ

中国ブロック
 インフラの老朽化という課題に対して、地方自治体の首長によるトップダウンでインフラメンテナンスを強力に推進することを目的と
して、「インフラメンテナンス市区町村長会議 中国ブロック会議」を開催しました。
 基調講演では、国土交通省総合政策局公共事業企画調整課の森下課長より国土交通省におけるインフラメンテナンスの取組、松江
高専の大屋教授より、デジタル・AIを用いたインフラ維持管理の未来について、インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」の藤井
リーダーより「ちゅうごく」による取組の紹介があり、インフラメンテナンスに関する最新の動向について共有しました。
 意見発表では「予防保全への転換（建設業の担い手育成に係る課題と取組）」をテーマに各県が実施している若手技術者確保・人
材育成・業務効率化の取組について企画委員が発表を行いました。
 コーディネーターの土木学会西山教授より、DXやAI等を積極的に取り入れている企業は若手技術者から人気があり、離職率も低い
ため自治体参考にとの助言をいただきました。
 改めて本会議の目的に立ち返り、地域の将来像を見据えたインフラのマネジメントを首長のイニシアティブにより効率的かつ強力に
推進し、魅力ある地域社会の実現を目指して行くことを確認しました。

インフラメンテナンス市区町村長会議 中国ブロック会議

益田市長による開会挨拶の様子

意見発表の様子

記念撮影の様子

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年10月2日（木） 13:30～17:00

島根県芸術文化センター「グラントワ」小ホール

会場参加１６２名、web参加7９名

開会挨拶
山本 浩章（中国ブロック企画委員、益田市長）

来賓祝辞
森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長）

杉中 洋一 （国土交通省 中国地方整備局 局長）

基調講演
① 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

 森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長）

② インフラ維持管理の未来 －デジタルとAIが拓く新潮流－

 大屋 誠 （松江工業高等専門学校 環境・建設工学科 教授）

インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」取組・活動紹介
 藤井 堅（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 フォーラムリーダー）

特別講演 －インフラマネジメントへの時代転換－
家田 仁（インフラメンテナンス国民会議 副会長）

意見発表
テーマ:予防保全への転換について（建設業の担い手育成に係る課題と取組）

企画委員

総社市長、鳥取市長、周南市副市長、呉市副市長、益田市長

コーディネーター

西山 哲（岡山大学 学術研究院 教授）

閉会の挨拶
道源 敏治（中国ブロック企画委員（次回開催市）、周南市副市長）
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四国ブロック
　インフラメンテナンス市区町村長会議は、インフラメンテナンスに高い関心を持つ全国の市区町村長が自ら構成員となり令和４年４
月に設立され、同年１０月には四国４県の市町村長で構成される組織として四国ブロック会議を設立し全９５市町村が参加しています。
　令和７年１１月２１日、地方自治体による効率的・効果的なインフラマネジメントの実現を目的とし、最新の知見を共有するとともに、戦
略的なマネジメント体制の構築等に向け、第４回インフラメンテナンス市区町村長会議 四国ブロック会議総会が開催されました。
　総会では、令和７年度活動報告および令和８年度活動計画（案）の採決に続き、本省公共事業企画調整課の森下課長より「国土交
通省のインフラメンテナンスに関する取組」、愛媛大学の矢田部名誉教授よる「四国におけるインフラメンテナンスの効果的発展につ
いてをめざして」の講演を頂き、さらに、大豊町の鎌倉副町長と株式会社第一コンサルタンツより「過疎が進む小規模自治体における
インフラの簡易管理から終活に向けた取組について」、須崎市の楠瀬市長とイネーブラー株式会社より「都市公園における斜面モニ
タリング実証実験試験」の事例発表が行われました。
　四国ブロック会議は、地方自治体が連携してインフラメンテナンスの課題に取り組むための重要な場となっており、今後もインフラメン
テナンス国民会議（全国会議）や四国地方フォーラムと更なる連携強化を行い、四国地域全体の発展に寄与することを目指しています。

インフラメンテナンス市区町村長会議 四国ブロック会議（総会）

開会挨拶（ブロック幹事 楠瀬須崎市長）

四国ブロック会議（総会）開催状況

祝辞・講演（森下公共事業企画調整課長）

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１１月２１日（金） １３:３０～１５:１０

かがわ国際会議場（高松市）

自治体、県、企業など関係者（約１４０名）

開会挨拶
楠瀬 耕作（ブロック幹事／高知県須崎市長）

祝辞
髙橋 勝浩（インフラメンテナンス市区町村長会議 代表幹事／稲城市長）※ビデオレター

豊口 佳之（国土交通省 四国地方整備局長 ）

森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

来賓・企画委員等の紹介
四県 土木部（オブザーバー）

ブロック幹事、企画委員、構成員

議事
令和７年度活動報告及び令和８年度活動計画（案）

講演
「国土交通省におけるインフラメンテナンスの取組」

 森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）

「四国におけるインフラメンテナンスの効果的展開をめざして」

 矢田部 龍一（愛媛大学 名誉教授）

事例発表
「過疎が進む小規模自治体におけるインフラの簡易管理から

終活に向けた取組について」

 鎌倉 仁（高知県 大豊副町長）

 片山 直道（株式会社第一コンサルタンツ）

「都市公園における斜面モニタリング実証試験」

 楠瀬 耕作（高知県 須崎市長）

 吉井 哲雄（イネーブラー株式会社）

閉会

九州・沖縄ブロック　

 インフラメンテナンス九州フォーラム2025は、「連携の先に,みんなで“つなぐ”インフラの未来」と題し、昨年に引き続き、「インフラ
メンテナンス市区町村長会議 九州・沖縄ブロック」と「インフラメンテナンス国民会議 九州フォーラム」の合同で開催しました。
　第１部はインフラメンテナンスに関する全国的な話題についての基調講演をいただき、第２部の市区町村長会議では、市町村が実
際に抱えている課題や取組事例について、首長等による意見発表を行いました。第３部では、第２部での自治体における課題を受け
て、「連携と実行～群マネに挑む挑戦者たち～」をテーマにパネルディスカッションが行われました。
　第２部の市区町村長会議は、九州・沖縄ブロックで実施した「市町村におけるインフラメンテナンスに関する課題（ニーズ）調査」
の結果を報告した後、首長による意見発表を行い、老朽化施設の増加による維持管理費の増加、深刻な人材不足という共通の課題に
直面していることを再認識する一方で、課題の解決に向けた取組みとして、新技術の活用や包括的民間委託の導入などの事例の紹介
がありました。最後に、「群マネ」を含めた連携の重要性と、インフラメンテナンスの更なる推進に向けた決意をとりまとめました。
　今回の会議では、様々な登壇者による意見や活発な議論が展開され、人と人の”つながり”がインフラメンテナンスの未来に”つなが
る”多くの気づきが示されるイベントとなりました。

インフラメンテナンス九州フォーラム2025（九州フォーラムとの合同開催）
第４回インフラメンテナンス市区町村長会議 九州・沖縄ブロック会議

日時
場所
参加者

プログラム

令和７年10月８日（水） １３:００～１７:３０

福岡国際会議場

会場参加：222名、WEB参加：370名　計592名

１． 開会の挨拶
鈴木史朗（インフラメンテナンス市区町村長会議 九州・沖縄ブロック幹事／長崎市長）

日野  伸一（九州フォーラムリーダー／久留米工業大学  学長）

垣下 禎裕（国土交通省  九州地方整備局  局長）

岡本 雅之（内閣府  沖縄総合事務局  企画調整官）

〈第一部：基調講演〉
２． 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について
森下 博之（国土交通省  総合政策局  公共事業企画調整課  課長）

３． 下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた管路マネジメントの転換に
ついて
外園明成（国土交通省（上下水道審議官グループ）大臣官房参事官（上下水道技

術）付  課長補佐）

〈第二部：第４回インフラメンテナンス市区町村長会議 九州・沖縄ブロック会議〉
４． 市町村が抱えるインフラメンテナンスの課題
【登壇者】

松永 久（柳川市長） 小松 政（武雄市長）

鈴木 史朗（長崎市長） 大西 一史（熊本市長）

椋野 美智子（日田市長） 中西 茂（鹿屋市長）

松本 哲治（浦添市長）

（１）市町村における課題（ニーズ）調査結果の報告

（２）自治体意見発表 ～各県における自治体の具体的課題や取組事例の紹介～

（３）とりまとめ

〈第三部：パネルディスカッション〉
５． 『連携と実行  ～群マネに挑む挑戦者たち～』
【ファシリテーター】

福島 邦治（株式会社日本ピーエス  スマートインフラサービス推進室長）

【登壇者】

岩舘 慶多（国土交通省  総合政策局  公共事業企画調整課  調整官）

平井 武志（静岡県  交通基盤部  政策管理局  建設政策課  未来まちづくり室  室長）

児玉 広文（公益社団法人宮崎県建設技術推進機構  常務理事  兼  技監）

木下 義昭（一般社団法人行政エンジニア支援機構  そらゑ  代表理事）

６． 閉会の挨拶
田中 清（九州フォーラムサブリーダー／一般社団法人建設コンサルタンツ協会 九州

支部 顧問）

ブロック幹事（長崎市長）による開会挨拶の様子

第二部  首長意見発表の様子

会場の様子
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自治体支援フォーラム革新的技術フォーラム
《公認フォーラム》

　自治体職員同士の交流を深め、維持管理の知見を横展開するため勉強会を実施しています。維持管理の方法や費用、技術力、人材

確保などの現状を共有し、ワークショップ形式で今後の対応策を意見交換をすることで、自治体間での「知識・技術・思い」をつなげていく

ことを目的としてます。

01 房総エリアの勉強会

市原市、木更津市、袖ヶ浦市、富津市、君津市、（※一宮町、睦沢町、長南町、いすみ市、

勝浦市、大多喜町、御宿町、千葉県、関東MCの職員）、長崎市

※は11月28日参加者

木更津工業高等専門学校 教員

インフラメンテナンス国民会議関東地方フォーラムメンバー
【5月30日勉強会】

　1部：橋梁点検要領改定に伴う技術的助言

　2部：各自治体からの課題提起

【11月28日勉強会】

　1部：自治体からの情報提供

　2部：維持管理での課題等に関する意見交換

日時

場所
参加者

プログラム

令和７年 ５月30日（金） 9:30～11:30

令和７年 11月28日（金） 15:00～17:00

木更津工業高等専門学校 会議室

　革新的技術フォーラムは、施設管理者の課題に対して、会員が有する技術・サービス等について集約・情報提供を行うとともに、
革新的技術の社会実装に向けた課題整理を行うという運営方針のもと、革新的技術の社会実装が進まないという課題に対処してい
きます。

　自治体支援フォーラムでは、会員自治体の体制や課題を、地区担当を通じて地方フォーラムで把握し、自治体の課題やニーズ、取り
組み状況を共有します。これらに対して、包括的な民間委託や技術者派遣など、状況に応じた解決策を提案。必要に応じて技術者育 
成フォーラムと連携し、情報提供や共有を進めます。

国土交通省におけるインフラメンテナンスの取組／インフラメンテナンス大賞の概要
早澤 華怜（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 係長）

インフラメンテナンス大賞受賞団体からの取組紹介
「上下水道事業のDX：ビッグデータ×AIによる 管路リスクの予測診断」

　井原 正晶（Fracta Japan株式会社 日本カントリーマネジャー COO）

「地面からスキャニングした正確な地下の3次元デジタルデータを提供」

　瀬良 良子（ジオ・サーチ株式会社 減災事業本部部長）

「360°カメラとウェアラブルカメラによる地方自治体の施設管理の効率化・高度化」

　竹内 信（公益財団法人滋賀県建設技術センター 技術課 副主幹）

「水中ドローンを活用した岸壁調査工事における効率化の取組」

　藤山 映（東亜建設工業株式会社 土木本部 機電部 電気グループ グループリーダー）

「道路維持における安価な道路損傷度調査技術の開発」

　黒河 洋吾（株式会社愛亀 道路事業部 技術アドバイザー）

トークセッション
コメンテーター

岩城 一郎（日本大学 工学部土木工学科教授）

　第8回インフラメンテナンス大賞において、内閣総理大臣賞、特別賞、優秀賞を受賞された方 よ々り、様々な分野におけるインフラメン

テナンスの「見える化」に取り組む好事例について紹介いただきました。

黒河 洋吾氏
（株式会社愛亀 道路事業部

技術アドバイザー）

岩城 一郎氏
（日本大学 工学部土木工学科教授）

井原 正晶氏
（Fracta Japan株式会社

日本カントリーマネジャー COO） 

藤山 映氏
（東亜建設工業株式会社 土木本部
機電部 電気グループ グループリーダー）

早澤 華怜氏
（国土交通省 総合政策局
公共事業企画調整課 係長）

竹内 信氏
（公益財団法人滋賀県建設技術センター

技術課 副主幹）

トークセッションの様子

瀬良 良子氏
（ジオ・サーチ株式会社
減災事業本部部長）

01 インフラメンテナンスの「見える化」に挑戦するメンテ大賞受賞者たち

日時
場所

プログラム

令和7年12月10日（水） 13:00～14:30 

東京ビッグサイト東4ホールカンファレンスステージ

5月30日勉強会

11月28日勉強会
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技術者育成フォーラム
　包括民間委託、技術者派遣等の新たな民間ノウハウを活用する手法の中で、担い手側に求められる企業連携やマネジメント体制の
確立に向けて、地域の担い手側に求められる役割や技術の方向性を模索するイベントを地方フォーラムと連携して開催し、またインフ
ラメンテナンスの課題解決の具体策として、求められる技術者の役割や資格・制度の枠組み等について検討を進め、試行・実装を目
指して活動しています。さらに地方フォーラムでのインフラメンテナンス時代のリーダーの育成を目指す先進的な取り組みをスパイラ
ル支援していきます。 　「まち歩きで学ぶ防災」シリーズとして、静岡理工科大学防災教育センターでは、今回も高校生を対象に現地視察を通じ、能登半島地

震の被害の実態とインフラの重要性を学んでもらい、自分自身の生活環境におけるインフラが土木技術によってどのように維持管理されて

いるか、されるべきかを関係者と一緒に考えるフィールドイベントを開催しました。技術者育成フォーラムは、共催としてアドバイザー、ファ

シリテーターの役割で参加しました。高校生は、実際に歩いて自ら気づくことも増え、発表会場では積極的にワークショップを進めました。

02 まち歩きで学ぶ防災　高校生編「能登半島地震被災地におけるインフラ調査」

 進め方の説明、班編成、注意事項
 ・ 中澤 博志（静岡理工科大学 理工学部土木工学科 教授／防災教育センター長）がリーダーとしてスタッフ

として、大学職員、研究室大学生、各参加高校教諭が、高校生によるインフラ調査及び、グループワーク

に引率する

各現地フィールドを徒歩調査点検（120分）　２km程度
会場にて、班ごとにまとめ、提案発表（90分）　高岡生涯学習センター
進め方のアドバイザー、ファシリテーター　インフラメンテナンス国民会議  技術者育成フォーラム企画委員

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年11月２日（日）、3日（月） 午前・午後

石川県穴水市、七尾市、（各調査フィールド）～高岡生涯学習センター（WS）

30名　高校生１８名、大学生４名、大学・高校教育関係者、国民会議会員

　静岡理工科大学理工学部では、令和7年度SIST体験型講座【防災教育センター連携事業】として、高校生を対象に防災及び、インフ

ラのメンテナンスの重要性を知ってもらう機会として、技術者育成フォーラムが共催で継続的にイベントを開催しています。今回は、「まち

歩きで学ぶ防災in浜名湖」として湖西市のご協力もあり、日頃何気なく通っている生活道路や橋梁の交通機能やコンデイションについて

じっくり観察しました。高校生だけではなく、関係者も参加し、診断結果もワークショップ方式での発表と盛り上がりました。

01 まち歩きで学ぶ防災　高校生編「安全・安心な暮らしを支える道路の健康診断」

 開会挨拶
静岡理工科大学　大学広報委員会・防災教育センター

道路の健康診断についてと点検方法と注意事項
 ● 講師

中澤 博志（静岡理工科大学 理工学部土木工学科 教授／防災教育センター長）

インフラメンテナンス国民会議技術者育成フォーラム企画委員（道路・橋梁専門）

現地フィールドを徒歩点検（高校生班 3チーム、大人チームと湖西市職員）

会場にて点検のまとめと発表（参加者全員でのワークショップ方式）

閉会（全体講評）

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年6月１日（日） １３:３０～１６:００

湖西市新居図書館　点検フィールド：新居関所～浜名湖近隣

25名 県内高校生11名、大学・高校教育関係者、湖西市職員、国民会議会員

徒歩点検の様子

会場でのワークショップの様子会場でのワークショップの様子

徒歩点検の様子 徒歩点検の様子

会場でのワークショップの様子会場でのワークショップの様子

徒歩点検の様子

北海道フォーラム
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　新技術交流イベントin Sizuoka 2025分野3.「インフラメンテナンスの効率化・省力化」ブースに出展し、インフラメンテナンス国民会議の

広報と、メンテナンスの課題解決の取り組みについての各フォーラムでの事例を紹介しました。特に今回は、地域インフラ群再生戦略マ

ネジメント（群マネ）についてポスター、冊子を用意したことから、自治体の方々とは、より深く現状の課題解決について、また、企業会員の

方々からは、国民会議のプラットフォームの活用について、積極的に理解を頂く機会となりました。

04 新技術交流イベント参加での「メンテナンスの課題解決に向けた取組」の紹介

出展内容
 ・ インフラメンテナンス国民会議の紹介（パネル、パンフレット）

　（国民会議の概要及び、新技術・群マネ・包括・PPPに関する情報）

 ・ メンテナンス活動の紹介

　 1）地域によって異なるメンテナンス体制（10事例）

　 2）メンテナンスの課題解決に向けた取組（9事例）

 ・ 地域インフラ群再生戦略マネジメントについて（ポスター、冊子「群マネの手引き」）

日時
場所
参加者

プログラム

令和6年11月14日（金） 10:00～16:00

静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」

来場者（約1,300名）ブースに来られた方々と（学生、大学、県内自治体、企業）

　インフラメンテナンス市区町村会議中国ブロック主催の担い手フェア「未来のヒーローへ」に、インフラメンテナンス国民会議「ちゅうご

く」と技術者育成フォーラムが連携で参画しました。島根県芸術文化センターグラントワにて開催され、益田市内の小学校3年生・4年生

が参加し、橋の模型の作成や降雨体験、カルタや３Dモデルの作成等、様々な企画を体験することによって、インフラを身近に感じ重要性

について勉強して頂いた。技術者育成フォーラムとしては、道路インフラのジオラマで異常箇所を発見し対処するゲームで支援しました。

03 インフラメンテナンス市区町村長会議中国ブロック担い手育成フェア

担い手フェア「未来のヒーローへ」（土木の楽しさや大切さを伝える）
 インフラってなに？ 道路がなければどうなるの？

 橋はなぜ落ちないの？ トンネルはなぜまるいの？

実験・体験メニュー開始　10:30～15:15（スタジオ１・中庭・ホワイエ）
 第１部から第5部とそれぞれ45分程度、各学校の小学生が順次ブースを回って

 体験学習する

 主催者講評　15:15～15:30

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年10月3日（金） 10:00～15:30

島根県益田市（島根県芸術文化センターグラントワ）

益田市内の小学校3年生・4年生約250名、関係者（自治体・国民会議）

会場の様子

会場の様子

PR交流の様子PR交流の様子

PR交流の様子

会場の様子

活用した道路ジオラマの画像

技術者育成フォーラム
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市民参画フォーラム
　道路や橋、水道などのインフラは、私たちの毎日の「当たり前」を支える土台です。けれど老朽化は静かに進みます。市民参画
フォーラムでは、身近な気づきや経験を持ち寄り、行政・企業・大学と一緒に“長持ちさせる工夫”を学び、考え、行動につなげます。 

　インフラテクコン（インフラマネジメントテクノロジーコンテスト）は、全国の高専生が道路・橋・上下水道など身近なインフラの課題解決に

挑戦するコンテストです。パーパスは、地域とともに「地域らしさ」をインフラでいろどる。スローガン「まちを守れ。みらいを創れ。」のもと、

発表や交流を通じて学びを社会課題の解決へつなげます。自治体・企業・大学と協働し、持続可能で住み続けられる地域づくりの実装と

次世代人材の育成を目指します。

01 インフラマネジメントテクノロジーコンテスト2025（略称 インフラテクコン2025）

インフラテクコン コンテスト本選
①参加表明期間：令和7年5月15日～6月16日

②エントリーシート提出期間：令和7年7月1日～7月14日

③最終作品募集期間：令和7年9月1日～10月6日

④インフラテクコン入賞者発表：令和7年12月24日

その他イベント
①日経産業新聞『高専に任せろ2025』：令和7年11月26日

②社会インフラテック2024：令和7年12月10日～12日

③インフラテクコン交流会：令和8年3月6日

 ・ わくわく賞、プラチナ賞の発表

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年5月～令和8年3月

コンテスト：オンライン　交流会：日本科学未来館

参加チーム：エントリー 34チーム（19校）【全国58校中（国公私立）】

 最終       32チーム（19校）

協賛：プラチナパートナー28団体、ゴールドパートナー15団体

後援14団体、協力3団体

社会インフラテックブース出展

インフラテクコン交流会インフラテクコン交流会プレゼンタイム

高専生が経営トップに聞くインフラメンテナンス

　インフラメンテナンスを効率的・効果的に実施していく上で近隣自治体の維持管理担当者間の連携（人の群マネ）を進めることが今後必

要となってくると想定し、その為には、お互いを知り、保有物や構造物、技術力などのモノを知るために、他自治体の事例や共有するテー

マで連携するきっかけ作りとして、関東フォーラム主催、技術者育成フォーラムが共催で担当者同士の意見交換会を開催しました。6自治

体の担当者15名が参加し、終了後のアンケートでは、ほぼ全員の方々から「大変良かった」、「次回の参加希望」との評価を頂きました。

05 インフラメンテナンスの課題解決に向けた自治体間の連携について   

本日の内容・流れについて　　インフラメンテナンス国民会議関東フォーラム
前橋市の橋梁維持管理手法について　　前橋市建設部道路建設課保全係　　　
話題提供から意見交換・共有
  前橋市、高崎市、伊勢崎市、藤岡市、中之条町、玉村町

  ファシリテーター　　インフラメンテナンス国民会議技術者育成フォーラム

　１）橋梁3巡目点について

　２）新技術の活用方法について

　３）全体討議

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年11月28日（金） １4:0０～１7:００

前橋中央公民館　503学習室（前橋元気プラザ21内）　

自治体職員15名（6自治体）、関東フォーラム、技術者育成フォーラム企画委員

会場の様子

会場の様子

会場の様子

技術者育成フォーラム
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　サイエンスアゴラとは、「あらゆる人に開かれた科学と社会をつなぐ広場の総称」で、さまざまな人たちが各地で主体的に推進する活動

の広場です。今年度は、（一社）日本橋梁建設協会戦略広報ワーキンググループの若手技術者と共に、インフラの重要性やメンテナンス

の必要性を、「インフラマネジメントカードゲーム」を通してさまざまな方に知ってもらう機会を設けました。

インフラマネジメントカードゲーム
 ・ インフラをマネジメントすることで、インフラを進化させるカードゲーム

インフラマナジメント紙芝居
 ・ インフラの現状やマネジメントの必要性を説明する

橋梁恐竜カードの配布
 ・ 恐竜が橋梁の点検をしている様子などが描かれているトレーディングカード

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年10月25日（土）～26日（日） 10：00～17:00

テレコムセンター

小学生～大学生、保護者等

カードゲームの様子01

カードゲームの様子03

カードゲームの様子02

02 サイエンスアゴラ2025
　「インフラ開発」をテーマとした大学ゼミの１コマをいただき、まちづくりの視点からインフラの役割やインフラメンテナンスの重要性につ

いて授業を行いました。

　インフラマネジメントカードゲームの実演も行い、市民に理解してもらう工夫や企画を紹介し、効果的な方法について意見交換を行いま

した。

03

「住み続けられるまちづくりを」
 ・ 都市部の人口集中による過密と、地方の人口減少による過疎化や高齢化の課題

 ・ まちを支えるインフラ老朽化によるリスクの高まりの課題

取組
 ・ 分散型社会や地域連携の効果

 ・ インフラに関連する厳しい現状の把握

オリジナルゲームの実演
 ・ インフラマネジメントカードゲーム

日時
場所
参加者

プログラム

令和6年11月20日（木） 13:50～15:35

拓殖大学 八王子キャンパス

25名

大学ゼミ講習会「まちづくりの視点からインフラを考える」

授業の様子01

授業の様子04授業の様子03

授業の様子02

市民参画フォーラム
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海外市場展開フォーラム
　メンテナンス分野の海外プロジェクトに関連する官民連携の促進や、国内外のメンテナンスに関する製品・技術・知見を有する産官
学の関係者による「プラットフォーム」の構築により、メンテナンス分野における我が国企業の海外展開を図る取組を行っています。

　インフラメンテナンス国民会議 海外市場展開フォーラムは、2018年3月に設立され、メンテナンス分野の海外プロジェクトに関連する官

民連携の促進等を通じた、メンテナンス分野における我が国企業の海外展開を図る取組を行っています。

　本シンポジウムでは海外市場展開フォーラムの活動成果を総括の上で、今後のインフラメンテナンスやそれらを一体的に考える統合的

マネジメントの海外展開の在り方等について共有する為のシンポジウムを開催し、国民会議関係者とも連携した更なる海外インフラ展開

の促進を図りました。

01 「インフラマネジメントの海外展開」に向けたシンポジウム

 ・ インフラマネジメント等に関する最新動向

 ・ 点検分野の今後の海外展開

 ・ 補修分野の今後の海外展開

日時
場所

参加者
プログラム

令和8年3月9日（月） 13:00～16:10

三田共用会議所、オンライン（Zoomビデオウェビナー）併用

307名（会場 116名、 オンライン 191名）　

開会挨拶の様子

「補修分野の今後の海外展開」の様子「点検分野の今後の海外展開」の様子

「インフラマネジメント等に関する最新動向」
の様子

日時
場所
参加者

プログラム

北海道フォーラム

01

　平成３０年３月２３日に設立し、北海道内の地方公共団体が管理する土木施設・公共施設
の適切なメンテナンスを継続していくため、産学官民の技術や知恵を総動員するプラット
フォーラムとして、活動しています。 リーダー　高野 伸栄

北海道大学大学院工学研究院 教授

下水道管路の点検・調査ドローン  デモンストレーション

　北海道フォーラムの水インフラ他施設グループでは、道内自治体の共通課題である「技術者不足」の解決に寄与する技術紹介とし

て、北海道に協力いただき石狩川流域下水道奈井江浄化センター放流渠において点検・調査ドローンのデモンストレーションを開催し

ました。

　今回、紹介した水上走行式ドローン「WaterSlider®W4」は、第2回「インフラメンテナンス大賞」国土交通省特別賞を受賞した閉鎖

性空間点検調査ドローン「AirSlider® Fi4」の発展型であり、流水がある管路内でも点検調査可能です。

令和7年10月16日（木） 13:00～15:00

空知郡奈井江町

15団体34名  

管路内調査映像視聴（現場）の様子

管路内調査デモンストレーションの様子

管路内調査映像視聴・技術説明（会議室）の様子

１．開会挨拶
岡本 淳敏（北海道フォーラム水インフラ他施設グループ／

勇建設株式会社）

２．概要説明
「調査概要とデモンストレーションについて」

横山 利成（北海道フォーラム水インフラ他施設グループ／

株式会社北王コンサルタント）

３．デモンストレーション 
株式会社北王インフラサイエンス（株式会社ＮＪＳ）

４．調査映像視聴・技術説明

公認フォーラム（地方フォーラム）
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　主に自治体職員をターゲットに、公共インフラの適切なメンテナンスを継続するため、インフラの現状を再確認し、メンテナンスのノウ

ハウや好事例などを紹介するとともに、北海道フォーラムの取組み（グループ活動等）を周知するなどして、課題解決に向けた支援等を

目的に開催しました。今回は、一般社団法人建設コンサルタンツ協会と共催して、北海道内各地や道外から約250名の方にご参加頂

き、以下のとおり情報共有及び活発な意見交換が行われました。

　講演では、現場DXやAI技術の実践事例を通じて、インフラ管理の精度向上や業務効率化、人材育成への効果が示され、参加者から

は自らの自治体業務への適用可能性を踏まえた具体的な質問や意見が多く寄せられました。また、人工衛星データや時系列環境データ

を活用した埋設管の劣化診断、スマートフォンとAIによる道路点検、X線デジタル解析による配管診断など、先進的な技術紹介に対し

ては、導入にあたっての課題や運用面での工夫について意見交換が行われ、実務に直結する知見を共有する場となりました。さらに、

アセットマネジメントの社会実装に向けた取組みや官民連携の重要性について理解を深めるとともに、国土交通省より紹介された「群

マネ」については、技術系職員の不足や管理範囲の広域化といった自治体共通の課題に対する有効な手法として、継続的な活用可能

性が確認されました。

　北海道フォーラムは、「インフラメンテナンス国民会議」の地方フォーラムの一つとして、産学官民が連携し、道内における老朽インフ

ラや人材不足等の課題の共有・明確化、技術マッチング、新技術の開発や現場試行をコーディネートしており、今後も持続可能なインフ

ラメンテナンスの実現に向けた取組みを推進していきます。

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年11月17日（月） 13:45～17:00

TKP札幌駅カンファレンスセンター（3Bホール）及びオンライン配信

約250名（17自治体含む）

開会挨拶 
栗田悟（北海道フォーラム企画委員長／一般社団法人北海道建設業協会 

副会長）　

講演
講演① 現場のDX・AIの実践事例から道路インフラ管理の今後を考える

 佐々木 琢磨（北海道フォーラム 道路構造物グループ／株式会社構研エンジ

ニアリング 橋梁部担当部長）

講演② AI×環境データによる埋設配管の劣化診断　

 井原 正晶（FractaJapan株式会社／日本カントリーマネージャーCOO）

講演③ 自治体における道路パトロールとDX・AI道路点検システムを活用した

路面性状調査の取組み事例

 内海 正徳（北海道フォーラム 舗装グループ／ニチレキ株式会社 北海道支

店 技術課長代理）

講演④ Ｘ線デジタル解析手法による配管診断技術　

 田中 芳章（SSKファシリティーズ株式会社 代表取締役会長）

講演⑤ アセットマネジメントの社会実装に向けて

 土井達朗（一般社団法人建設コンサルタンツ協会 アセットマネジメント専

門委員会）

講演⑥ インフラ老朽化に立ち向かう新たなヒーロー

 ～群マネって知っていますか？～　

 伊藤 瑞基（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課企画第一係長）

総括
高野 伸栄（北海道フォーラムリーダー／北海道大学大学院工学研究院 教授）

北海道フォーラムシンポジウム
「地方インフラのこれからを考える」

会場全体の様子

フォーラム企画委員長の開会挨拶の様子

フォーラムリーダーの総括の様子

日時
場所
参加者

プログラム

東北フォーラム

01

　東北フォーラムは、インフラを良好な状態で持続的に活用することを目指し、平成30年4
月27日に設立されました。産学官民が一丸となってメンテナンスに取り組む社会の実現に
向けて、活動しております。

令和7年度マッチングイベントin秋田

　東北の行政会員（市町村）が抱えるインフラの維持管理に関する課題や悩み（ニーズ）などの解決の糸口とすべく、企業が所有する技

術（シーズ）などを紹介するマッチングイベントを開催しています。

　マッチングイベントin秋田では、大館市による地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）の取り組みについての講演、秋田大学 

徳重教授による地域の実情に応じたインフラメンテナンスにむけてと題して講演が行われました。また、行政会員からの下水道管路やマ

ンホールの点検に関するニーズ発表が行われ、ニーズに応える形で、企業会員からスクリーニング調査による下水道管路の点検技術を

シーズ技術として紹介いただきました。その他、行政会員からニーズの多い新技術を活用した橋梁点検を支援する技術やAIによる判定

支援技術、ロボットによるコンクリート構造物の点検技術についてもシーズ紹介が行われました。自治体からのニーズが多い分野に焦

点をあて企画し、現地参加約120名、WEB参加約150名と過去最多の方にご参加いただきました。今後も引き続き、ニーズの把握と

シーズの募集、およびシーズ技術の社会実装についての事後調査を行い、マッチング方策について検討を図ります。

令和7年12月24日（水） 9:45～12:00

秋田市にぎわい交流館AU 3F多目的ホール

約270人（行政会員、企業会員、団体会員等）

北海道フォーラム北海道フォーラム

大館市による講演

石川リーダーによる挨拶の様子

シーズ紹介の様子

開会挨拶
石川 雅美（東北フォーラム リーダー／東北学院大学 教授）

講演①
【地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）の取り組み】

秋田県 大館市

講演②
【地域の実情に応じたインフラメンテナンスにむけて】

徳重 英信（秋田大学 大学院理工学研究科 教授）

ニーズ発表
【下水道管路やマンホールの点検】

岩手県 久慈市

シーズ紹介
①下水道管路やマンホールの点検部門

 ・ パシフィックコンサルタンツ株式会社

②橋梁の点検部門

 ・ 日本工営株式会社

 ・ キヤノン株式会社、株式会社東設土木コンサルタント

③コンクリート構造物の点検部門

 ・ 西松建設株式会社

閉会挨拶
遠藤 敏雄（東北フォーラム 企画委員長／株式会社復建技術コンサルタント）

リーダー　石川 雅美
東北学院大学工学部 教授
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　マッチングイベントin仙台では、ハンズオン支援事業における取組についての講演や、自治体から寄せられたニーズとマッチングする

シーズ技術の紹介が行われました。自治体より寄せられたニーズをもとにテーマを設定し、現地参加約90名、WEB参加約110名と多く

の方にご参加いただきました。イベント後には、シーズ技術に対する問い合わせが多数あり、社会実装を見据えた依頼も届いておりま

す。今後も自治体が求める技術について情報収集し、今後の活動に活かしていきたいと思います。

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年7月31日（木） 14:00～17:00

TKPガーデンシティ仙台 30F ホール30B

約200人（行政会員、企業会員、団体会員等）

開会挨拶 
石川 雅美（東北フォーラム リーダー／東北学院大学 教授）

講演
【ハンズオン支援事業における新技術の検討・活用】

山形県 山形市

ニーズ発表
【下水管の原因不明水】

岩手県 宮古市

【流雪溝グレーチング】

山形県 新庄市

【舗装クラック】

宮城県 東松島市

シーズ紹介
①下水管部門

 ・ 株式会社福山コンサルタント

 ・ 炎重工株式会社

②グレーチング部門

 ・ 株式会社ダイクレ

 ・ 株式会社淀川製鋼所

③公園部門

 ・ NTT東日本株式会社、Pacific Spatial Solutions株式会社

④舗装部門

 ・ 前田道路株式会社

 ・ 東亜道路工業株式会社

 ・ 株式会社ガイアート

閉会挨拶
遠藤 敏雄（東北フォーラム 企画委員長／株式会社復建技術コンサルタント）

令和7年度マッチングイベントin仙台

シーズ紹介の様子

山形市による講演

シーズ製品展示の様子

04
　東北フォーラムの活動内容や、国民会議の会員となるメリット等について、地方公共団体や企業に向けて情報発信を行いました。ま

た、パネル展示により過去にマッチングイベントで取り上げたシーズについての紹介を行ったほか、インフラメンテナンスに関するアン

ケート調査を実施しました。アンケートの結果、大多数の方がインフラメンテナンスに関して興味や関心を持っており、「今後東北フォー

ラムのイベントに参加したい」との声も多く広報活動の重要性を実感しました。今後も引き続きPRに取り組みます。

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年6月4日（水）～6月5日（木）

夢メッセみやぎ

約140名（ブース来場及びアンケート回答者）

 ・ インフラメンテナンス国民会議の概要

 ・ 東北フォーラムの概要

 ・ 市区町村長会議の概要

 ・ 国民会議の会員数と内訳

 ・ 東北フォーラムの入会状況について

 ・ 過去に開催したマッチングイベントの概要

 ・ 実証実験（第1号案件、第2号案件）の概要

建設技術公開【EE東北'25】出展

施工体験の様子①東北フォーラム企画委員による講演

施工体験の様子②

出展ブースの様子①展示内容

出展ブースの様子②

日時
場所
参加者

プログラム

03 実証実験（第3号案件）
　東北地方の行政会員が抱えるインフラメンテナンスに関する課題や悩みを解決するため、地方自治体の土木系技術職員を対象に、ア

スファルト舗装のセルフメンテナンス技術を体験する実証実験を開催しました。8自治体より参加いただき、東北フォーラム企画委員によ

る舗装に関する講演および実際の補修作業を体験をしていただき、アスファルト舗装損傷のメカニズムや補修工法について理解を深め

ました。実証実験において自治体に紹介したいくつかの技術について、後日、自治体からの問い合わせ、さらには社会実装化されるな

どの成果が確認できました。今後も引き続き自治体のニーズに合わせた実証実験を開催していきます。

令和7年6月12日（木） 13:00～17:00

東北地方整備局 東北技術事務所構内

約60名（行政会員、企業会員等）

開会挨拶
石川 雅美（東北フォーラム リーダー／

東北学院大学 教授）

講演
【アスファルト舗装のセルフメンテナンス技術】

東亜道路工業株式会社／東北フォーラム企画委員

技術提供企業による施工実演
 ・ ニチレキ株式会社

 ・ 竹内工業株式会社

 ・ 株式会社ガイアート

 ・ ヒートロック工業株式会社

閉会挨拶
遠藤 敏雄（東北フォーラム 企画委員長／

株式会社復建技術コンサルタント）

北海道フォーラム東北フォーラム

・  東亜道路工業株式会社

・  株式会社ホーシン

・  前田道路株式会社
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日時
場所

参加者

プログラム

関東フォーラム

01
02

　インフラメンテナンスに関する地方公共団体及び産業等の育成・活性化を支援し、インフ
ラメンテナンス国民会議の取り組みを地方レベルで推進させることを目的として、関東
フォーラムを平成30年3月29日に設立しました。 リーダー　長山 智則

東京大学大学院工学系研究科 教授

稲城市１on１ミーティング

　稲城市役所都市環境部下水道課を対象に事前アンケート調査を実施し、現場が抱える具体的な課題やニーズを詳細に把握しまし

た。その結果、インフラメンテナンスにおける6つの重要課題テーマを抽出することができました。これらの課題に対し、解決の可能性を

持つ複数企業から技術シーズの提案を募集しました。提案された技術について、課題テーマの関連性、技術特性、適用範囲などを総合

的に検討し、効率的な意見交換が可能となるよう6テーマを3グループに分類しました。

　マッチング会では、各グループ内で稲城市の担当者と技術提供企業が十分な時間をかけて深い意見交換を行う場を設定しました。

関東フォーラム企画委員が中立的な立場でファシリテーターとして進行役を務め、双方向のコミュニケーションを促進しました。議論の

焦点は、①自治体側の課題ニーズの優先順位と緊急度の整理、②現場で実際に発生している具体的な苦情事例や問題点の詳細共

有、③施工における歩掛や標準作業量、④他自治体での導入実績や適用事例、⑤技術導入後の具体的な課題解決イメージと期待され

る効果など、実務に直結する項目について活発な議論が展開されました。

　この取り組みにより、自治体の抱える実務的課題と民間企業の技術力を効果的にマッチングさせ、予算措置や施工計画の策定に必

要な具体的数値やデータの把握が可能となりました。単なる技術紹介にとどまらず、コストや作業能率などの実務情報を基にした現実

的な導入計画の検討に向けた有意義な対話の場となり、継続的な技術支援体制の構築にもつながりました。

令和7年7月14日（月） 13:30～16:00

稲城市地域振興プラザ2階　商工会会議室

稲城市役所まちづくり計画課および下水道課職員6名、

シーズ提供業者7社12名、関東フォーラム9名、

関東地方整備局企画課3名、合計30名

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年7月25日（金） 13:30～16:30

レンブラントホテル厚木　ボールルーム「相模」

自治体職員、民間企業　合計約50名（WEB聴講含む）

1． 開会挨拶
2． 厚木市の「道路、下水道等の現状」について（厚木市都市インフラ整備部）
3． 前橋市の橋りょうメンテナンスについて〈グルーピング橋梁点検と直営店県
の取り組み〉（前橋市建設部道路建設課保全係）

4． 関東地方整備局企画部企画課からの情報提供
5． 新技術の紹介
 ・ 下水道施設の維持管理技術について（管清工業株式会社）

 ・ 埋設管等の地中埋設物調査技術について（株式会社土木管理総合試験所）

 ・ 強亜鉛イオン型雑草抑制製品について（早川ゴム株式会社）

 ・ 小規模橋梁伸縮装置補修技術について（株式会社ガイアート）

6． 閉会挨拶

関東フォーラムイベント

北海道フォーラム関東フォーラム

１on１ミーティングの様子1

１on１ミーティング開催の様子

１on１ミーティングの様子2

自治体からの
技術紹介の
様子

講演会の
様子

展示ブースの
様子

1． 開会挨拶（稲城市）
2． 1on1についての説明（関東フォーラム企画委員 幹事代表）
3． グループに分かれての意見交換
Aグループ： ① 小口径管の更生工法（管清工業株式会社〈オールライナー工法〉）

 ② 人口周りの簡易的な舗装修繕方法（東亜道路工業株式会社

〈パッチグー〉、ニチレキ株式会社〈スーパーロメンパッチ〉、

鹿島道路株式会社〈ハイパークールパッチ〉）

Bグループ： ③ 屋外から管路内を簡易に視認できる器具（管清工業株式会社

〈ファイバースコープカメラ、管口カメラ〉）

 ④ 災害時のMHポンプ停止時の緊急活動ができる方法の確保に

ついて

  （古河電工パワーシステムズ株式会社〈非常電源用コネクタ

ケーブル〉）

Cグループ： ⑤ 木根侵入対策（管清工業株式会社〈超高圧洗浄、パートライ

ナー工法〉、日本ステップ工業株式会社〈バイオバリヤー〉）

 ⑥ 調整池の効率的な管理方法（古河産業株式会社〈高含水泥土

改良剤MTシリーズ〉）

4． 講評（関東地方整備局）

作業前確認の様子

意見交換の様子

現地実証の様子

03 稲城市インフラメンテナンス1on1ミーティング（現地実証）
　令和7年7月14日に開催された1on1ミーティングにおいて提示された6つの課題テーマに対し、参加企業が提案した各種技術シーズの

中から稲城市が現地実証に適した技術を選定しました。今回、ニチレキ株式会社が開発したスーパーロメンパッチが採用技術として選

ばれ、稲城市が提示した9か所の道路補修希望箇所の中から1か所を選定し、実際の道路舗装破損状況に応じた現地実証試験を実施

することとなりました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年11月27日（木） 13:30～16:00

稲城市（マルヤスビル205号室　集合および概要説明、意見交換）

稲城市職員6名、関東フォーラム6名、現地実証ニチレキ株式会社約6名、他

現地実証（ニチレキ株式会社）
 ・ レスキューパッチ：全天候型常温混合物で、ポットホールなどの舗装

補修材として実証

 ・ クラックシールNX：加熱タイプの舗装ひび割れ注入材として実証

 ・ コールカットK：常温タイプの舗装ひび割れ注入材として実証

 ・ スーパーロメンパッチ：常温タイプの舗装段差

　補修材として実証

意見交換会
 ・ 実際の施工を見ての感想

 ・ 今後の維持管理への展望・留意事項

 ・ 今後の展開に向けて

　関東フォーラムにおいて、地方自治体のインフラメンテナンスに関する課題解決に向けて取り組みを行っており、これまでの取り組みや

新技術の紹介として関東フォーラムイベントを開催しました。

　今回の関東フォーラムでは、厚木市や前橋市のインフラ整備において現状や課題、取り組みなどを発表しました。

　イベント会場内には展示ブースも設置され、企業の技術紹介や関東地方整備局の取り組みなども紹介しました。

（展示ブース：東亜道路工業株式会社、早川ゴム株式会社、日本ステップ工業株式会社、ニチレキ株式会社、古河電工パワーシステムズ

株式会社、株式会社ガイアート、株式会社土木管理総合試験所、

株式会社赤城商会、関東地方整備局）
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意見交換の様子講演の様子

会場との意見交換の様子

05 県職員が語る！DXで切り拓く近未来のインフラメンテナンス！

　社会インフラテック2025が、１２月１０日から１２日までの３日間にわたり東京ビッグサイトで開催されました。二日目のカンファレンスにな

ります。

　自治体職員に向けた、インフラメンテナンスにおけるDXの活用。群馬県県土整備部及び経済産業部、静岡県建設政策課の取り組み

を紹介。また、相互に意見交換を実施することで、見えてくる期待感や課題などが、参加者にとってDXの活用を試みる際に有効になる

のではないでしょうか。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１２月１１日（木） １５:３０～１６:３０

東京ビッグサイト　東ホール 

自治体、民間企業、学生その他　約70名 

講演
 ・ 群馬県県土整備部建設企画課

　群馬県県土整備プランDXアクションの取り組み

　登壇者：政策・DX推進係　高田主幹

 ・ 群馬県産業経済部未来投資・デジタル産業課

　全県リビングラボ構想の実現に向けて

　登壇者：デジタル産業創出係　稲垣係長

 ・ 静岡県交通基盤部政策管理局建設政策課

　静岡県が進めるインフラDX

　登壇者：未来まちづくり室　百瀬課長代理

意見交換

04
　社会インフラテック2025が、１２月１０日から１２日までの３日間にわたり東京ビッグサイトで開催されました。関東フォーラムから二つのカ

ンファレンスを講演し、その一日目のカンファレンスになります。

　自治体におけるインフラメンテナンスについては、加速度的に老化が進む現状に対応が追い付いていないのが実情です。その中に

あってDXを主体とした橋梁メンテナンスの手法についての

先進事例を群馬県前橋市の職員とともに紹介し、それら

技術の体験会も併せて実施しました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１２月１０日（水） １５:００～１６:３０

東京ビッグサイト　東ホール 

自治体、民間企業、学生その他　約70名 

講演
 ・ 前橋市の取組（経緯背景、導入技術）

  （前橋市道路建設課 中野課長補佐、飯塚副主幹）

 ・ 新潟市の先進事例取組説明　新潟県新潟市土木総務課 大塚主査

 ・ DX事例について

  （長岡工業高等専門学校 井林教授、富士フイルム株式会社 大石マネージャー）

 ・ 関東フォーラムと自治体支援（関東フォーラム 柳澤代表幹事）

トークセッション
 ・ 自治体の取組み、新技術DXの活用

技術体験会
 ・ ４技術の体験

会場の様子意見交換会の様子

技術体験会の様子

北海道フォーラム関東フォーラム

日時
場所
参加者

プログラム

北陸インフラメンテナンスフォーラム

01

　主に自治体が抱える課題に関する知識を深めるとともに人材交流により課題解決を見いだ
すことを目的とし、平成30年3月26日に設立しました。
　活動にあたっては、産官学民協力して取り組む他、メンテナンス会議など既存組織で取り
組んでいる活動と連携し、取り組むものとしております。
　当フォーラムを、自治体がインフラマネジメントについて相談できる場として活用いただける
よう、自治体との連携方法を模索しながら活動をしています。

リーダー　丸山 久一
長岡技術科学大学 名誉教授

北陸インフラメンテナンスフォーラム

　地方自治体が抱えるインフラメンテナンスの課題（ニーズ）を解決するため、民間企業等が
保有する技術（シーズ）のマッチングを当フォーラムでは進めているところです。
　令和６年１１月１９日に開催した「北陸インフラメンテナンスフォーラム 富山・石川ブロック小会
議」において、自治体（富山市、宝達志水町）からインフラメンテナンスの実態、課題を発表い
ただきました。
　今回フォーラムでは、課題を受けて、自治体職員の維持管理業務における効率化、省力化に
資する技術について募集をし、11社17技術の提案をいただき、各企業に発表をいただきました。
　また、新潟市からの取り組み紹介、北陸SIPの取組についても紹介をいただきました。
　有識者と維持管理を行う自治体の「担当者の声」を交えてトークセッションも行われました。

令和７年７月３日（木） １３:３０～１７:００
富山県庁 富山県防災危機管理センター 5F研修室（5-B,C）
200名（対面約50名、WEB約150名）
開会挨拶
 ・ 丸山 久一（北陸インフラメンテナンスフォーラムフォーラム リーダー／長岡技術科
学大学 名誉教授）

講演 インフラメンテナンス国民会議の取組について
 ・ 大島 邦彦（インフラメンテナンス国民会議 実行委員長）
課題（ニーズ）紹介
 ・ 藤田 博樹（富山市 建設部道路構造保全対策課 主査）
 ・ 北 篤志（宝達志水町 地域整備課 主幹）
課題解決案（シーズ）発表
①新潟市の取組紹介
　大塚 健二（新潟市 土木部土木総務課 計画班）
②北陸SIP等の取組
　田口 仁（福田道路株式会社 技術部 参与）
③課題(ニーズ)を解決する
　民間企業等の技術(シーズ)紹介（11社17技術）
トークセッション
［司会］
 ・ 丸山 久一（北陸インフラメンテナンスフォーラムフォーラムリーダー／
  長岡技術科学大学 名誉教授）
［パネリスト］
 ・ 佐伯 竜彦（北陸インフラメンテナンスフォーラム 新潟ブロックリーダー／新潟大学
工学部 教授）

 ・ 宮里 心一（北陸インフラメンテナンスフォーラム 富山・石川ブロックリーダー／
金沢工業大学工学部 教授）

 ・ 大島 邦彦（インフラメンテナンス国民会議 実行委員長）
 ・ 大塚 健二（新潟市 土木部土木総務課 計画班）
 ・ 藤田 博樹（富山市 建設部道路構造保全対策課 主査）
 ・ 北 篤志（宝達志水町 地域整備課 主幹）
閉会挨拶
 ・ 宮里 心一（北陸インフラメンテナンスフォーラム 富山・石川ブロックリーダー／
金沢工業大学工学部 教授）

講演（大島 邦彦氏）

開会挨拶（丸山フォーラムリーダー）

ニーズ紹介（富山市）

ニーズ紹介（宝達志水町）

トークセッション

登壇者、会場参加者による集合写真

自治体職員必見！
実務で活かす橋梁メンテナンスの効率化手法！
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日時
場所

参加者
プログラム

中部フォーラム

01
02

　中部フォーラムは、民間主体の事務局として2018年1月26日に設立し、中部地方の自治
体が管理する主として土木インフラについて、メンテナンスサイクルの確実な実施に向けて
支援いたします。 リーダー　原田 和樹

日本工営都市空間株式会社

　名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科の4年生を対象に、コンクリートの維持管理に関する「施設維持管理論」の1コマとして、

実務的な観点から「橋梁維持管理の実例」について出前講座を行いました。2021年度から毎年開催をしており、今回で5回目となりま

した。

　授業では、橋梁の点検や補修設計といった実際の業務を紹介し、学生の皆さんに橋梁維持管理に関わる実務について学んで頂きま

した。講義の後に出席した学生にレポートと講義に対する質問を提出いただき、すべての質問に対し回答をしました。

　地域住民を巻き込んだメンテナンスの仕組みづくりに対する支援の一環として、七宗町と中部フォーラムでは、昨年度に引き続き、地

元小学生を中心とした「市民参加型」の歩道橋高欄の塗装塗替えイベントを企画・実施しました。

　開催の主旨としては、イベントを通じて将来のインフラメンテンナンスを担う可能性のある子供たちに、土木とは何かを学んでもらい、

加えて児童の保護者や地域の方々が地元のインフラへの興味・愛着を持ってもらう事を目標とし、座学と現場の２部構成で約半日のスケ

ジュールで開催しました。

　今年度は七宗町立神渕小学校の5,6年生16名と先生方、教育長らが参加しました。当日は、まず座学において七宗町の橋の現状な

どをクイズ形式により、児童だけでなく先生や教育長を巻き込んだ勉強会に始まり、橋の直し方などの説明の後、現場へ移動し橋梁高

欄の塗装体験をしてもらいました。昨年度は当該橋梁の上流側の高欄を施工したので、今回は下流側を塗装しました。当日は、中部地

方整備局や、各種協会・団体、新聞社なども現地に集まり、終始にぎやかなイベントとなりました。

　飯高橋は1971年に完成した橋長約39ｍの橋梁で、現在は後に建設した車道橋と分離させた歩道橋として地元の住民をはじめとする

利用があり、２年連続のイベント開催を通じて、より愛着の湧く土木インフラとして印象付けられました。

　なお、これら取組が昨年度の実績に対して評価され、下記の各種表彰を受けました。

 ・ 第９回インフラメンテナンス大賞（優秀賞）

 ・ 令和７年度手づくり郷土（ふるさと）賞（国土交通大臣表彰）

　表彰を受け、このような取り組み意義が認められたため、来年度以降も拡大・

継続して企画をしていきたいと考えています。

令和7年5月27日（火） 10:50～12:20

名城大学　H204講義室

24名（大学4年生）

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年11月5日（水） 9:15～12:00

岐阜県加茂郡七宗町地内

参加者：七宗町立神渕小学校5,6年生16名、教員、教育長

共催 ： 七宗町役場、中部フォーラム

後援 ： 中部地方整備局、東海コンクリート診断士会、岐阜県構造物

強靭化技術協会

挨拶
朝日 信幸（七宗町役場）

座学
中村 亮太（大日コンサルタント株式会社）

塗装実習
小栗 一成（丸ス産業株式会社）

北海道フォーラム中部フォーラム

インフラメンテナンス国民会議 中部フォーラムについて
原田 和樹（日本工営都市空間株式会社）

橋梁維持管理概論
井端 将崇（八千代エンジニヤリング株式会社）

橋梁維持管理の動向
古澤 栄二（株式会社テイコク）

橋梁維持管理　実務の事例紹介
①  床版取替え設計：ASRと凍害の複合劣化で傷んだ床版の取替え

 杉原 啓介（大日コンサルタント株式会社）

②  塩害地区の橋梁補修設計

 角川 智哉（日本工営都市空間株式会社）

③  長寿命化に有効な技術：橋梁の長寿命化に資する床版防水

 福田 好為（ニチレキ株式会社）

受講レポートの記入、質疑応答

名城大学出前講座
 「令和７年度  施設維持管理論  橋梁の維持管理と実務」

講義の様子①

講義の様子②

守り抜いてきた伝統の橋を未来に繋ごう
～プロジェクト1184～

塗装作業～の様子

座学（クイズ）～の様子

完成～集合写真
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日時
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参加者
プログラム

03

令和7年12月9日（火） 13:00～14:30

愛知工業大学 1号館 501講義室

102名（大学３年生）

愛知工業大学出前講座
「令和7年度  施設維持管理論  インフラ施設の維持管理と実務」

近畿フォーラム

インフラメンテナンス国民会議 中部フォーラムについて
小河 浩幸（東亜道路工業株式会社）

土木業界の概要
① 建設コンサルタント

 伊藤 均（八千代エンジニヤリング株式会社）

② 総合建設業

 伊藤 貴宏（戸田建設株式会社）

③ 道路舗装業

 小河 浩幸（東亜道路工業株式会社）

施設維持管理・実務の事例紹介
① 調査・設計編

 井端 将崇（八千代エンジニヤリング株式会社）

 杉原 啓介（大日コンサルタント株式会社）

② 土木工事編

 伊藤 貴宏（戸田建設株式会社）

③ 舗装工事編

 田口 克也（ニチレキ株式会社）

受講レポートの記入、質疑応答

　愛知工業大学工学部社会基盤学科土木工学科（土木工学専攻／防災土木工学専攻）の3年生を対象に、「施設維持管理論」とし

て、インフラ施設の維持管理と実務に関する出前講座を行いました。

　講義は、建設コンサルタント、総合建設業、道路舗装業のそれぞれの役割における、インフラ施設の維持管理の関わり方について、

事例などを紹介しながら説明を行いました。受講後のアンケートでは、もう少し詳しく説明が欲しかった、などの意見も多く見られ、1時

間半の講義時間が足りない印象でしたが、全ての質問に回答をお返ししました。

日時

場所
参加者

近畿本部フォーラム

01

　（平成28年12月15日に設立）「近畿本部フォーラム2025」は、関係各位のご支援により、二日間で
来場者10,994名を迎え、盛大に開催することができました。
　「情報ワーキンググループ」では、令和8年3月末までに第13回フォーラムおよび第11回ピッチイベ
ントを開催するとともに、第30回および第31回の実証実験を実施しました。加えて、十津川村、本州
四国連絡高速道路株式会社および近畿本部フォーラムが締結した「人道吊橋メンテナンス技術相互
協力協定」に基づき実施された「猿飼橋」の再生に貢献しました。
　また、「包括的民間委託等の導入推進ワーキンググループ」では、大阪府下の自治体職員を対象と
した「地域インフラの持続的な維持管理を考える会」について第7回および第8回を開催したほか、国
土交通省のハンズオン支援事業へのアドバイザー派遣を行いました。さらに、新たに大阪府および
公益財団法人大阪府都市整備推進センターと連携し、近畿地方整備局の参加も得て、大阪府下の
市町村職員を対象とした「地域連携プラットフォーム勉強会」を大阪府の各土木事務所単位で合計
9回開催するなど、実りある活動を展開することができました。

近畿本部フォーラム2025

　「インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム2025」は、多くの方にインフラメンテナンスについて考えていただくきっかけを作

り、産学官民が一丸となってインフラメンテンスに取り組む社会の実現を目指し、民間企業・団体によるインフラメンテナンスに関する技

術の紹介や建機・先進技術のデモンストレーションなどを行う展示会です。技術展示を行う一方で、インフラメンテナンス・建設業界の

知識共有の活性化の一環として、専門家による講演やシンポジウムなども開催しました。

　昨今の人手不足がインフラメンテナンス業界でも問題になっていることから、近隣の大学・高等専門学校の学生への来場依頼、小・

中学生向けのチラシ配布を行うなど、学生の動員施策を実施しました。来場した学生には、学生対応可能な企業ブースで就職や業界に

ついて現場の方々と直接対話する機会を提供しました。また、未就学児・小学生の来場も見られ、先進技術の実演や体験型展示を通じ

て、インフラメンテナンス分野への興味・関心の喚起につながりました。

　今後は、大学等と連携した更なる学生の動員と、リクルートに特化した企画の充実を図り、学生のキャリア形成と企業のリクルート活

動を後押しすることで、インフラメンテナンス業界の未来の担い手確保の一助となるよう運営していきます。

令和7年5月22日（木） 10:00～17:00

令和7年5月23日（金） 10:00～17:00

花博記念公園鶴見緑地内／ハナミズキホール周辺

5月22日　来場者数　5,382名

5月23日　来場者数　5,612名

2日間合計来場者数　10,994名

【出展社数】105団体

開会式 テープカット 5月22日の基調講演

リーダー　片岡 信之
一般社団法人 国土政策研究会 理事

兼 関西支部事務局長

講義の様子①

講義の様子②
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02
　自治体のインフラ維持管理課題（新技術、包括的民間委託、広域連携、人材育成）と解決策を探るシンポジウムです。国交省の群マ

ネの状況、今後の方向性についての基調講演や、各分野専門家（国・自治体・民間・支援機関）によるパネル討議を実施。

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年5月23日（金） 14：30～16：30

インフラメンテナンス国民会議「近畿本部フォーラム2025」会場内

（花博記念公園鶴見緑地内／特設ステージ）

地方公共団体の職員等

基調講演
「 自治体インフラメンテナンスの諸課題

 ～群マネの状況、今後の方向性について～」

岩井 聖

（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 企画調整官）

パネルディスカッション
「自治体インフラメンテナンスにおける諸課題と解決の方向性」

 ● コーディネーター

板倉 信一郎

（近畿本部フォーラム 包括的民間委託等の導入推進WG長）

 ● パネリスト

岩井 聖

（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 企画調整官）

 七野 司

（貝塚市 総合政策部 公共施設マネジメント室長）

新田 耕司

（中央復建コンサルタンツ株式会社 未来社会創造センター副センター長）

宮﨑 勝敏
（公益財団法人大阪府都市整備推進センター 都市整備事業部長）

包括的民間委託等の導入推進ワーキンググループ
【シンポジウム】自治体インフラメンテナンスにおける諸課題とその解決の方向性

子どものブース訪問の様子

子ども&学生来場者の様子

屋内展示の様子

屋外の重機展示の様子

基調講演の様子②

基調講演の様子①

パネルディスカッションの様子

【5月22日】
開会挨拶
霜上  民生（インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム 2025実行委員長）　

来賓挨拶
沓掛 敏夫（国土交通省 大臣官房 技術審議官）

長谷川 朋弘（国土交通省 近畿地方整備局長）

基調講演
「最近の建設業界を取り巻く状況について」

　沓掛 敏夫（国土交通省 大臣官房 技術審議官）

「昨今のインフラ老朽化対策について」

　長谷川 朋弘（国土交通省 近畿地方整備局長）

「インフラの事前防災、予防保全へ ～インフラの軽視から積極的投資へ～」

　谷口 博昭（一般社団法人 国土政策研究会 会長）

同時開催
インフラメンテナンス市区町村長会議

近畿ブロック「第4回 総会」

【5月23日】
シンポジウム・パネルディスカッション
「 未来の土木技術者を育むには：

 子供～学生を惹きつける魅力的なキャリアパスについて」

総力戦で取り組むべき！ ～戦略的に取り組む担い手確保への道のり～

情報ワーキンググループ　実証実験報告会（第２８回、第２９回）
包括的民間委託等の導入推進ワーキンググループ   シンポジウム
「自治体インフラメンテナンスにおける諸課題とその解決について考える」

同時開催
近畿管内道路メンテナンス会議

北海道フォーラム近畿本部フォーラム

プログラム
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日時
場所

参加者

プログラム

03 包括的民間委託等の導入推進ワーキンググループ第7回地域インフラの持続的な維持管理を考える会開催

令和7年5月23日（金）  17：00～

インフラメンテナンス国民会議「近畿本部フォーラム2025」会場内

（花博記念公園鶴見緑地内／花博記念ホール）

行政（地方自治体等）：８名（５団体）

民間企業等：１名 国土交通省：１名

包括的民間委託等の導入推進WG長：１名

フォーラムリーダー：１名 出席者合計１２名

近畿フォーラム

意見交換の実施

施設管理者
河内長野市

求める技術
舗装の経年劣化に伴う骨材の飛散等による、損傷状況を総合的に判断

できる技術について

実証実験者 ① 西日本高速道路エンジニアリング四国株式会社
シーズ技術 ① 形状計測ユニットを搭載した車両により、骨材飛散程度

を評価する指標（MPD：表面キメ深さ）を計測する技術
実証実験者 ② 福田道路株式会社
シーズ技術 ② 点検車両に設置したスマートフォンにより取得した加速

度データから路面の荒れを定量化する技術

　地域インフラの持続的な維持管理に関心のある産官学有志の方々が共に学び、意見交換できる場として開催しました。

日時

場所
参加者

プログラム

04 情報ワーキンググループ第30回実証実験 河内長野市

令和7年7月22日（火） 10:00～11:30

令和7年8月6日（水） 10:00～11:00

大阪府河内長野市美加の台 市道美加の台１１２号線

 ● 令和7年7月22日（火）

施設管理者：１名（河内長野市）

実験実施者：２名（福田道路株式会社）

事務局：１名（一般社団法人国土政策研究会）

メンター：１名（情報ワーキンググループ長）

出席者合計５名 

 ● 令和7年8月6日（水）

施設管理者：１名（河内長野市）

実験実施者：２名（西日本高速道路エンジニアリング四国株式会社）

事務局：２名（一般社団法人国土政策研究会）

フォーラムリーダー： １名

出席者合計５名 

　ピッチイベントの結果、施設管理者が抱える課題解決の可能性が高いシーズに

ついて、現地において実験を行い、技術の検証を行いました。

屋外実験の様子②

屋外実験の様子①

屋外実験の様子③

日時
場所
参加者

プログラム

05 人道吊橋のメンテナンス技術相互協力協定猿飼橋 現地視察会

令和7年10月1日（水）  13:00～16:00

十津川村役場、及び猿飼橋

地方自治体：４人（十津川村）

民間企業：５人（本州四国連絡高速道路株式会社、本四高速道路ブリッジエンジ株式会社）

国土交通省：４人（近畿地方整備局）

事務局：４人（一般社団法人国土政策研究会）

情報WG長：１人

報道関係者

猿飼橋の現地視察、及び意見交換の実施

　「人道吊橋のメンテナンス技術相互協力協定」の枠組みを活用し、三者連携による現地調査・提案のもと、一時は廃橋も検討されてい

た猿飼橋の補修補強工事を行い、再供用に至りました。この結果を受けて、協定における取り組みと補修補強工事の成果を公表するた

め、現地視察会を開催しました。

　この視察会では、工事の施工状況説明を踏まえて、生まれ変わった猿飼橋を視察するとともに、補修補強工事の振り返りや今後の取

り組みについて意見交換を実施しました。

現地視察の様子②

現地視察の様子①

意見交換の様子

北海道フォーラム近畿本部フォーラム
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07 人道吊橋のメンテナンス技術相互協力協定明石海峡大橋 現地視察会

日時
場所
参加者

プログラム

令和8年11月17日（月）

明石海峡大橋

地方自治体：３人（十津川村）

民間企業等：３人（本州四国連絡高速道路株式会社･本四高速道路

ブリッジエンジ株式会社）

事務局：１人（一般社団法人国土政策研究会）

情報WG長：１人

出席者合計８人

明石海峡大橋の現地視察の実施

　「人道吊橋のメンテナンス技術相互協力協定」のもと、本州四国連絡高速道路株式会社が維持管理を行う明石海峡大橋にて、関係

三者による現地視察を実施しました。明石海峡大橋の内部見学や長大橋の点検技術の紹介等の技術交流が行われました。

現地視察の様子②

現地視察の様子①

現地視察の様子③

08 情報ワーキンググループ第31回実証実験  伊丹市

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年10月22日（水） 13：00～17：00

兵庫県伊丹市鈴原町4丁目地内(来徳橋、筋違橋)

施設管理者：５名（伊丹市）

実験実施者：４名（クリスタルコンクリート協会）

５名（株式会社ガイアート）

事務局：５名（一般社団法人国土政策研究会）

国土交通省：３名（近畿地方整備局）

メンター：１名（情報ワーキンググループ長）

出席者合計２３名

施設管理者
伊丹市

求める技術
コンクリート構造物において再劣化を抑制する補修技術（補修材を含む）

実証実験者 ① 株式会社ガイアート
シーズ技術 ① 常温型コンクリート舗装補修材
実証実験者 ② クリスタルコンクリート協会
シーズ技術 ② 表面含浸材を併用した無機系被覆工法（クリスタルNCP工法）

　ピッチイベントの結果、施設管理者が抱える課題解決の可能性が高いシーズについ

て、現地において実験を行い、技術の検証を行いました。

打ち合わせの様子

屋外実験の様子①

屋外実験の様子②

挨拶の様子

開会挨拶の様子

進め方の説明の様子

日時
場所

参加者

プログラム

06 情報ワーキンググループ第13回フォーラム開催

　12のテーマについて民間企業や自治体、ファシリテーターがディスカッションを行い、各自治体が抱える課題に対する解決策の方向性

を模索しました。

令和7年10月3日（金） 9:30～17:00

大手前合同庁舎 5F会議室(大阪市中央区大手前3丁目1-41)

地方自治体：４２名（奈良県･滋賀県･大阪府･兵庫県･高野町･藤井寺市･茨木市

和歌山市･大阪市･長岡京市･木津川市･高槻市･豊能町

大津市･京都技術サポートセンター）

民間企業等：３５名（２６社・団体）

フォーラムリーダー：１名

事務局：１６名（一般社団法人国土政策研究会）

国土交通省：５名（近畿地方整備局）

メンター：１名（情報ワーキンググループ長） 

出席者合計１００名

開会挨拶
霜上 民生

（インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム 事務局代表）

挨拶
野坂 周子

（国土交通省 近畿地方整備局 企画部長）

坂野 昌弘

（インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム 情報WG長）

本日の流れとフォーラムの進め方
片岡 信之

（インフラメンテナンス国民会議 実行委員 兼 近畿本部フォーラムリー

ダー）

フォーラムの実施
① アスファルト舗装の凍害を防止する技術

② コンクリート暗渠(水路)内面上部(スラブ部下面)の劣化状況を把握す

る技術

③ 非破壊調査で埋設施設の位置情報を把握する技術

④ 路肩(河川堤防等)の防草対策(製品含む)

⑤ 河川・港湾・砂防施設の点検・巡視・劣化診断が行える技術

⑥ 下水道管内部の点検技術 (大口径管、圧送管の気中部、水中部)

⑦ 非破壊調査で鋼橋の塗膜劣化状況を把握する技術

⑧ 河川内の樹木の繁茂状況を把握する技術

⑨ 既存河川護岸の根入れ状況を把握する技術

⑩ アスファルト路面が凍結しない技術

⑪ 水道管における漏水箇所を簡易に特定できる技術 (地中埋設部・建築

物内部のどちらでもよい。)

⑫ 既設マンホール蓋に設置できる汎用性のある転落防止はしご(製品)

北海道フォーラム近畿本部フォーラム
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11
　令和7年10月3日に開催した、第13回フォーラムで討議したテーマ（ニーズ）に対し、シーズ技術の募集に応募のあった民間企業等か

ら、技術に関するプレゼンテーションが行われました。プレゼンテーションされた技術の内、施設管理者のニーズに適応する可能性が高

いと判断された技術について、今後実用化の可能性を検証する実証実験の実施に向けた調整を行うことを報告しました。  

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年12月1日（月） 9：30～17：00   

近畿地方整備局　共用会議室１(大阪市中央区大手前3丁目1-41)   

行政（ニーズ提案）：１９名（１０自治体）

行政（地方自治体等）：２７名（１３自治体）

民間企業等（シーズ提案）：３１名（２４社・団体）

民間企業等：１３名（１６社・団体）

事務局：７名（一般社団法人国土政策研究会）

国土交通省：７名（近畿地方整備局）

メンター：１名（情報ワーキンググループ長）

フォーラムリーダー：１名

出席者合計１０６名

開会挨拶
霜上 民生（インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム 事務局代表）

挨拶
野坂 周子（国土交通省 近畿地方整備局 企画部長）

民間企業のプレゼンテーション
① コンクリート暗渠（水路）内面上部（スラブ部下面）の劣化状況を把握する技術

② 非破壊調査で埋設施設の位置情報を把握する技術

③ 路肩（河川堤防等）の防草対策（製品含む）

④ 河川・砂防施設の点検・巡視・劣化診断が行える技術

⑤ 下水道管内部の点検技術（大口径管の気中部、水中部）

⑥ 下水道管内部の点検技術（圧送管の気中部、水中部）

⑦ 非破壊調査で鋼橋の塗膜劣化状況を把握する技術

⑧ 河川内の樹木の繁茂状況を把握する技術

⑨ アスファルト路面が凍結しない技術

⑩ 既設マンホール蓋に設置できる汎用性のある転落防止はしご（製品）

総評
坂野 昌弘（インフラメンテナンス国民会議 近畿本部フォーラム 情報WG長）

プレゼンの様子

開会挨拶の様子

総評の様子

09
　今日大きな社会的課題となっていますインフラの持続的な維持管理については、人材や財源の確保、実践的取り組み方法と支援制

度など多くの検討課題があります。本シンポジウムでは自治体の自立的取り組みへの支援を取り上げ、国をはじめ関係機関の方々から

ご提案や意見をいただき検討を深めました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年10月31日（金） 14：00～17：00

インテックス大阪 6号館 5階 ホールH

地方公共団体の職員等

基調講演
「国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について」

 森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長） 

「県・全市町村連携型の官民出資会社ONE・AQITAの仕組みと官民融合効果」

 服部 貴彦（株式会社ONE・AQITA（ワン・アキタ）経営戦略室長） 

パネルディスカッション
「包括的民間委託時代における自治体技術者の役割と、その自立的支援組織

について考える」

 ● コーディネーター

佐藤 道彦（大阪公立大学大学院 都市経営研究科 特任教授）

 ● パネリスト

森下 博之（国土交通省 公共事業企画調整課長）

服部 貴彦（株式会社ONE・AQITA 経営戦略室長）

七野 司（貝塚市 総合政策部 公共施設マネジメント室長）

宮﨑 勝敏（公益財団法人大阪府都市整備推進センター 都市整備事業部長）

情報ワーキンググループ
第11回ピッチイベント開催

北海道フォーラム近畿本部フォーラム

包括的民間委託等の導入推進ワーキンググループ
【シンポジウム】インフラメンテナンスにおける自立的な自治体支援を考える

パネルディスカッションの様子①

パネルディスカッションの様子②

パネルディスカッションの様子③

日時
場所

参加者

プログラム

10 包括的民間委託等の導入推進ワーキンググループ
第8回地域インフラの持続的な維持管理を考える会開催

令和7年10月31日（金） 17：00～

インテックス大阪 6号館 5階 ホールH

大学：１名（大阪公立大学大学院） 行政（地方自治体等）：１４名（１０団体）

民間企業等：４名（３社・団体） 事務局：３名（一般社団法人国土政策研究会）

国土交通省：３名（本省・近畿地方整備局） 包括的民間委託等の導入推進WG長：１名

情報WG長：１名 フォーラムリーダー：１名

出席者合計２８名

意見交換の実施

　地域インフラの持続的な維持管理に関心のある産官学有志の方々が共に学び、意見交換できる場として開催しました。
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勉強会（泉南）の様子

勉強会（南河内）の様子

勉強会（北河内）の様子

12 維持管理連携プラットフォーム勉強会（大阪府内７地域）

　大阪府事業調整室、各土木事務所（７地域）、公益財団法人大阪府都市整備推進センターと連携し、大阪府内市町村を対象に、地

域の共通課題に関する研修やグループ討議、意見交換を実施します。市町村職員の技術力向上と課題解消を図るとともに、市町村間

の水平連携強化や顔の見える関係づくりを目指しています。（イメージ：土木の学校）

日時・場所

参加者

令和7年11月27日（木） 13:30～16:00

稲城市（マルヤスビル205号室　集合および概要説明、意見交換）

● 維持管理連携プラットフォーム勉強会（一巡目）

【豊能】ＰＦ勉強会 令和７年８月26日（火）

【南河内】ＰＦ勉強会 令和７年８月28日（木）

【泉南】ＰＦ勉強会 令和７年９月３日（水）

【三島】ＰＦ勉強会 令和７年10月22日（水）

【泉北】ＰＦ勉強会 令和７年10月29日（水）

【北河内】ＰＦ勉強会 令和７年11月13日（木）

【中河内】ＰＦ勉強会 令和７年11月20日（木）

● 維持管理連携プラットフォーム勉強会（二巡目）

【豊能】ＰＦ勉強会 令和８年１月19日（月）

【南河内】ＰＦ勉強会 令和８年１月26日（月）

● 維持管理連携プラットフォーム交流会

令和８年１月29日（木）

市町村職員　１８４名（７地域合計）

近畿地方整備局、大阪府、大阪府都市整備推進センター、

近畿本部フォーラム

日時

場所

13 ハンズオン支援事業
令和7年度アドバイザー活動

　新技術の活用による効率性の向上を図っていくことを目的にアドバイザーによる「ハンズオン支援事業」を実施しました。

 ・ 支援会議（川西市）

  第１回 令和７年５月15日（木）

  第２回 令和７年10月14日（火）

  第３回 令和７年12月22日（月）

  第４回 令和８年１月９日（金）

 ・ 支援会議（十津川村）

  第１回 令和７年10月20日（月）

 ・ 支援会議（川西市）

  川西市市役所及びWEB

 ・ 支援会議（十津川村）

  十津川村役場及びWEB

参加者  ・ 支援会議（川西市）

  川西市

  国土交通省（本省・近畿地方整備局）

  株式会社三菱総合研究所

  アドバイザー（インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム）

 ・ 支援会議（十津川村）

  十津川村

  国土交通省（本省・近畿地方整備局）

  株式会社三菱総合研究所

  アドバイザー（インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム）

日時
場所
参加者

01

　インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」は、インフラという地域の資産を維持するた
めに、行政だけではなく産官学民での連携による持続可能な維持管理や予防保全の取組
が重要であるとの観点から確実かつ効率的なインフラメンテナンスの実現を図ることを目的
とし、平成30年3月27日に設立しました。

リーダー　藤井 堅
広島大学 名誉教授

橋守隊の広報活動の支援

　周南市で活動する橋守隊が「つつじ・ゆめ風車まつり」において行ったインフラメンテナンスに関する広報活動を支援しました。

　支援内容は、大型橋梁点検車の提供と試乗体験会の運営であり、あわせて「ちゅうごく」の広報活動を行いました。

令和７年５月３日（土） 9:00～16:00

周南市永源山公園（山口県周南市）

１２名（内訳：企画委員会９名、中国地方整備局３名）

企画委員による広報活動の様子橋梁点検車の試乗体験の様子 企画委員等の記念撮影

企画委員による清掃の必要性の説明の様子インフラメンテナンス国民会議の紹介の様子 企画委員による清掃活動の様子

02
　ＮＰＯ法人社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会（SLIM Japan）西日本支部が主催する第８回クリーンプロジェクトの活動を後援

しました。

　クリーンプロジェクトは、橋の清掃を通じてインフラメンテナンスの大切さについて関心を持ってもらうために行われている活動であ

り、市民活動支援として企画委員によるインフラメンテナンス国民会議の紹介とともに、その後の橋の清掃活動に参加しました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和７年６月７日（土） 10:00～11:40

太田川大橋歩道橋（広島市西区）

１２名（内訳：企画委員会８名、実行委員１名、中国地方整備局３名）

● 楽しくインフラメンテを学ぼう　インフラメンテナンス国民会議の紹介

● みんなで一緒に清掃メンテ活動　太田川大橋歩道橋の清掃

● 記念撮影

第８回クリーンプロジェクトの後援

「ちゅうごく」（中国フォーラム）
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04
　インフラの老朽化という課題に対して地方自治体の首長によるトップダウンでインフラメンテナンスを強力に推進することを目的とす

る「インフラメンテナンス市区町村長会議中国ブロック会議」を国土交通省中国地方整備局とともに後援したものであり、藤井堅フォー

ラムリーダーが「ちゅうごく」の取組と活動を紹介する講演を行いました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和７年１０月２日（木） 13:30～17:00

島根県芸術文化センター「グラントワ」小ホール

１６名（内訳：企画委員会１０名、実行委員２名、中国地方整備局４名）

開会の挨拶
山本 浩章（中国ブロック企画委員、益田市長）

来賓祝辞
森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長）

杉中 洋一（国土交通省 中国地方整備局 局長） 

基調講演
①国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

　森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長）

②インフラ維持管理の未来 －デジタルとAIが拓く新潮流－

　大屋 誠（松江工業高等専門学校 環境・建設工学科 教授）

インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」取組・活動紹介
藤井 堅（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 フォーラムリーダー）　

特別講演 －インフラマネジメントへの時代転換－
家田 仁（インフラメンテナンス国民会議 副会長）

意見発表
テーマ：予防保全への転換について（建設業の担い手育成に係る課題と取組）

●企画委員

総社市長、鳥取市長、周南市副市長、呉市副市長、益田市長

●コーディネーター

西山 哲（岡山大学 学術研究院 教授）

閉会の挨拶
道源 敏治（中国ブロック企画委員（次回開催市）、周南市副市長）

生徒によるＶＲゴーグル体験の様子

企画委員リーダー天満真士による座学の様子

浜田橋の見学の様子

フォーラムリーダー藤井堅による講演の様子

山本浩章益田市長による開会の挨拶の様子

フォーラムリーダー藤井堅による講演の様子

03 あさひひまわり工房による第５回橋守活動の後援
　日本ミクニヤ株式会社あさひひまわり工房が主催する第５回橋守活動をHAMADA教育魅力化コンソーシアムとともに後援しました。

　橋守活動は、島根県立浜田高等学校の生徒を対象として、ひとりでも多くの生徒に土木や社会インフラに係る分野に興味を持っても

らえるようにと活動しているものであり、市民活動支援として企画委員によりインフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」の活動を紹介

しました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年７月１２日（土） 13:30～17:00

浜田市交流プラザ、浜田橋

５名（内訳：企画委員会４名、中国地方整備局１名）

開会挨拶
熊谷 修山（浜田市教育委員会 魅力化コーディネーター）

目的と概要
土屋 正隆（あさひひまわり工房 工房長）

座学
① インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」の活動紹介と話題提供

 天満 真士（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 企画委員リー

ダー）

② 浜田市の社会インフラ管理の現状と課題

 藤下 賢二（浜田市 都市建設部 維持管理課 専門技術員）

③ 社会インフラ点検について

 富本 啓介（日本ミクニヤ株式会社 中国支店 支店長）

体験コーナー
ＶＲゴーグル、ドローン

橋梁見学
通行止めになっている浜田橋の見学と説明

インフラメンテナンス市区町村長会議
中国ブロック会議の後援

「ちゅうごく」（中国フォーラム）
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06
　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者が課題解決に繋がる技術等を紹介する実証試験を実施しました。

　第18回実証試験では、第12回ピッチイベントで取り上げたニーズのひとつである日南町の「法面崩壊等の対策」という課題に対し、

山陽ロード工業株式会社が有する「簡易落石防護柵ストンゼットー」について、日南町が管理する町道佐木谷虫尾線において試験施工

を行いました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１０月２７日（月） 13:00～16:00

日南町役場会議室、町道佐木谷虫尾線（日南町佐木谷） 

１７名（内訳：ニーズ提供者３名、シーズ提供者４名、企画委員会７名、中国地方整備局３名）

開会の挨拶
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

ニーズ提供者の挨拶
渡邊 輝紀（日南町 建設課 課長）

シーズ技術の説明
篠塚 淳司（山陽ロード工業株式会社 

開発営業部 部長代理）

シーズ技術の施工
ニーズ提供者の感想
森田 正明（日南町 建設課 主幹技師）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議

「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整備局 企画部 事業調整官）

プレゼンテーションの様子

フォーラムリーダー藤井堅による開会の挨拶の様子

プレゼンテーションでの質疑応答の様子

シーズ提供者によるシーズ技術の説明の様子

ニーズ提供者による挨拶の様子

シーズ技術の施工の様子

05 第14回ピッチイベント
　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者等が課題解決に繋がる技術等を紹介する第14回ピッチイ

ベント（技術提案会）を実施しました。

　ピッチイベントでは、「木橋の維持管理、補修に係わる技術」、「路肩、歩車道ブロック際の除草が短時間・安価で対応できる技

術」、「橋梁の効率的な点検技術」など５つの課題に対し、民間事業者延べ１３社が自社製品やサービスの紹介を行い、紹介された技術

に対して施設管理者から積極的な質疑（施工条件、価格等）等、意見交換が行われました。

日時
場所

参加者

プログラム

令和７年１０月３日（金） 10:30～16:00

島根県芸術文化センター「グラントワ」 小ホール、オンライン併用

１６５名（内訳： ニーズ提供者１８名、シーズ提供者３０名、企画委員会１４名、

 実行委員２名、中国地方整備局４名、傍聴参加者９７名）

「ちゅうごく」（中国フォーラム）

第18回実証試験

07 建設技術フォーラム2025 in ちゅうごく（ブース出展）
　「インフラＤＸで推進 防災・減災、国土強靭化」をテーマに、広島産業会館にて新技術などの技術展示や南区民文化センターにて基

調講演、技術発表等を通じて広く建設技術を紹介するものです。

　「ちゅうごく」では、ブースを出展してこれまでの活動内容を紹介するとともに、インフラメンテナンス国民会議への入会案内等を行い

ました。

日時
場所
参加者

令和７年１０月２９日（水） 10:00～16:30、３０日（木） 9:30～15:30

広島産業会館東展示館、中国技術事務所、広島市南区民文化センター2Fスタジオ

２９日 １２名 （内訳：企画委員会９名、中国地方整備局３名）

３０日 １０名 （内訳：企画委員会９名、中国地方整備局１名）

ブース前での広報の様子インフラメンテナンス国民会議
「ちゅうごく」のブース

ブース前での広報の様子

プレゼンテーションの様子

メンター宮本文穂による
開会の挨拶の様子

プレゼンテーションでの質疑応答の様子

08 第15回ピッチイベント
　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者等が課題解決に繋がる技術等を紹介する第15回ピッチイ

ベント（技術提案会）を実施しました。

　ピッチイベントでは、「河道及び護岸の変状箇所の効率的かつ定期的な調査」、「小規模橋梁への新技術活用」、「下水道の管渠を

部分的に補修する修繕技術」という３つの課題に対し、民間事業者延べ１０社が自社製品やサービスの紹介を行い、紹介された技術に

対して施設管理者から積極的な質疑（施工条件、価格等）等、意見交換が行われました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和７年１１月４日（火） 13:30～16:30

復建調査設計株式会社 別館大会議室、オンライン併用

８９名（内訳：ニーズ提供者１４名、シーズ提供者２５名、企画委員会１１名、

中国地方整備局３名、傍聴参加者３６名）

開会の挨拶
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

ピッチイベントにおける留意事項
インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 企画委員会

プレゼンテーション
自社製品やサービスの紹介希望者

（全１０社）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民

会議「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整

備局 企画部 事業調整官）

開会の挨拶
藤井 堅（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」フォーラムリーダー）

ピッチイベントにおける留意事項
インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 

企画委員会

プレゼンテーション
自社製品やサービスの紹介希望者（全１３社）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議

「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整備局 

企画部 事業調整官）
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「ちゅうごく」（中国フォーラム）

09
　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者等が課題解決に繋がる技術等を紹介する第16回ピッチイ

ベント（技術提案会）を実施しました。

　ピッチイベントでは、「路面性状調査」、「公園の遊具・四阿の画一的な点検技術の確立及び点検の省力化」、「上水道の地中可視化

技術」など５つの課題に対し、民間事業者延べ６社が自社製品やサービスの紹介を行い、紹介された技術に対して施設管理者から積極

的な質疑（施工条件、価格等）等、意見交換が行われました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１１月１４日（金） 13:30～16:20

復建調査設計株式会社 別館大会議室、オンライン併用

４９名（内訳：ニーズ提供者１１名、シーズ提供者８名、企画委員会９名、中国地方整備局４名、傍聴参加者１７名）

開会の挨拶
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

ピッチイベントにおける留意事項
インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 企画委員会

プレゼンテーション
自社製品やサービスの紹介希望者（全６社）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整備局 企画部 事業調整官）

プレゼンテーションでの質疑応答の様子

プレゼンテーションの様子

守山和彦事業調整官による閉会の挨拶の様子

第16回ピッチイベント

シーズ技術を用いた現地点検の様子

ニーズ提供者による挨拶の様子

点検結果の説明と質疑応答の様子

10 第19回実証試験

　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者が課題解決に繋がる技術等を紹介する実証試験を実施し

ました。

　第19回実証試験では、第12回ピッチイベントで取り上げたニーズのひとつである鳥取市の「写真撮影による劣化診断」という課題に

対し、トヨタ自動車株式会社が有する「橋梁点検支援システム」を用いた現地点検を鳥取市が管理する１号橋において実施しました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和７年１１月２５日（火） 13:30～16:30

１号橋（鳥取市古海）、鳥取市民交流センター多目的室 

２５名（内訳：ニーズ提供者８名、シーズ提供者１名、企画委員会８名、中国地方整備局３名、傍聴参加者５名）

開会の挨拶
藤井 堅（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 フォーラムリーダー）

ニーズ提供者の挨拶
田村 温（鳥取市 都市整備部 道路課 次長兼道路課長）

シーズ技術の説明
生田 直樹（トヨタ自動車株式会社 先進プロジェクト推進部 主幹）

シーズ技術による現地点検
シーズ技術による点検結果の説明
生田 直樹（トヨタ自動車株式会社 先進プロジェクト推進部 主幹）

ニーズ提供者の感想
田村 温（鳥取市 都市整備部 道路課 次長兼道路課長）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整備局 企画部 事業調整官）
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11
　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者が課題解決に繋がる技術等を紹介する実証試験を実施し

ました。

　第20回実証試験では、第13回ピッチイベントで取り上げたニーズのひとつである宇部市の「街路樹の道路建築限界への侵入を把握

する技術」という課題に対し、日本電気株式会社が有する「ドライブレコーダーを活用したＡＩ建築限界管理（樹木等の被りはみ出し）支

援サービス」を試験的導入した結果を検証しました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１２月３日（水） 13:30～15:00

オンライン形式

２４名（内訳：ニーズ提供者１名、シーズ提供者２名、企画委員会１１名、実行委員１名、中国地方整備局４名、傍聴参加者５名）

開会の挨拶
藤井 堅（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 フォーラムリーダー）

ニーズ提供者の挨拶
小林 考輔（宇部市 都市政策部 公園緑地課 主任）

シーズ技術の説明
江上 健一（日本電気株式会社 テクノロジーサービスソフトウェア統括部

プロフェッショナル）

ニーズ提供者によるデータ収集に関する説明
小林 考輔（宇部市 都市政策部 公園緑地課 主任）

シーズ提供者による解析結果の説明
江上 健一 （日本電気株式会社 テクノロジーサービスソフトウェア統括部

プロフェッショナル）

ニーズ提供者の感想
小林 考輔（宇部市 都市政策部 公園緑地課 主任）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整備局 企画部 事業調整官）

質疑応答の様子

ニーズ提供者による挨拶の様子

メンター宮本文穂による講評の様子

「ちゅうごく」（中国フォーラム）

第20回実証試験

シーズ技術による現地調査の様子

ニーズ提供者による挨拶の様子

シーズ技術による現地調査の様子

12 第21回実証試験

　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者が課題解決に繋がる技術等を紹介する実証試験を実施し

ました。

　第21回実証試験では、第14回ピッチイベントで取り上げたニーズのひとつである呉市の「点検車、高所作業車が必要な橋梁の点検

技術」という課題に対し、キヤノン株式会社・株式会社東設土木コンサルタント、西日本旅客鉄道株式会社・株式会社ＪＲ西日本レール

テックが有する複数の技術を用いた現地点検を呉市が管理する長大橋において実施しました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和８年２月１７日（火） 13:00～16:00

長大橋（市道天応大浜長谷線）

４４名（内訳：ニーズ提供者４名、シーズ提供者１５名、企画委員会８名、中国地方整備局４名、傍聴参加者１３名）

開会の挨拶
藤井 堅（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 フォーラムリーダー）

ニーズ提供者の挨拶
近藤 敏信（呉市 土木部 土木整備課 課長）

シーズ提供者による技術説明及び調査
前田 耕太（株式会社ＪＲ西日本レールテック 構造物企画部 次長）

中川 光貴（株式会社東設土木コンサルタント 事業推進部 課長）

ニーズ提供者の感想
住田 誠（呉市 土木部 土木整備課 課長補佐）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整備局 企画部 事業調整官）
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13
　自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者が課題解決に繋がる技術等を紹介する実証試験を実施し

ました。

　第22回実証試験では、第12回ピッチイベントで取り上げたニーズのひとつである広島県の「雨天時浸入水の原因箇所特定技術の開

発」という課題に対し、株式会社福山コンサルタント・株式会社東京設計事務所が有する「AI解析を用いた流末流量予測により分流式

下水道の雨天時浸入水が多い地区の絞り込みを行う技術」による解析結果を検証しました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和８年３月２日（月） 13:00～16:00

オンライン形式

４４名（内訳：ニーズ提供者２名、シーズ提供者１０名、企画委員会１３名、実行委員１名、中国地方整備局４名、傍聴参加者１４名）

開会の挨拶
藤井 堅（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 フォーラムリーダー）

ニーズ提供者の挨拶
上田 恒三（広島県 上下水道部 流域下水道課 主査）

シーズ提供者の挨拶
宮村 正樹（株式会社福山コンサルタント インフラメンテナンス事業部 執行役

員事業部次長）

シーズ提供者による技術概要と解析結果の説明
青島 亘佐（株式会社福山コンサルタント 開発統括部 新領域推進室 主幹）

ニーズ提供者の感想
勝谷 智樹（広島県 上下水道部 流域下水道課 主任）

講評
宮本 文穂（インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」 メンター）

閉会の挨拶
守山 和彦（国土交通省 中国地方整備局 企画部 事業調整官）

シーズ提供者による挨拶の様子

ニーズ提供者による挨拶の様子

質疑応答の様子

「ちゅうごく」（中国フォーラム）

第22回実証試験

日時
場所
参加者

プログラム

四国地方フォーラム

01

　インフラメンテナンス国民会議「四国地方フォーラム」は、四国地方４県の自治体及び建
設コンサルタントが主体となり、平成29年12月26日に設立されました。地方自治体の課題
に対し、民間企業が解決策となる技術を提案し、議論を深めて支援していきます。 リーダー　矢田部 龍一

愛媛大学 名誉教授

　インフラ整備・維持管理・防災新技術講演会（CTB-ehime）と連携し、 四国地方フォーラム ピッチイベント（第１０回）を令和７年１１月２０

日に開催しました。

　愛媛大学 矢田部名誉教授からの講演「四国のインフラメンテナンスの推進に向けて」と、高松市､三豊市､西条市､大洲市より寄せら

れた「路面性状や下水道圧送管の調査・点検手法」と「小規模コンクリート床板橋の補修」に関するニーズに対して、３企業からのシーズ

提案の紹介を行いました。

令和７年１１月２０日（木） １３:００～１７:２０

愛媛大学南加記念ホール（松山市）

自治体、県、企業など関係者（約２７０名）ハイブリッド形式

企業からのシーズ紹介

フォーラムリーダー 矢田部名誉教授の講演

第Ⅰ部 インフラ整備・維持管理・防災新技術講演会

第Ⅱ部 ピッチイベント

講演
「四国のインフラメンテナンスの推進に向けて」

 矢田部 龍一（愛媛大学 名誉教授／四国地方フォーラムリーダー）

報告
「インフラメンテナンスに関わる市町村のニーズと

企業団体のシーズ調査の報告」

 四国地方整備局

ニーズ応募者
高松市､三豊市､西条市､大洲市

シーズ紹介
「ビックデータで道路損傷をAI判定 RoadVision」

 竹本 光男（前田道路株式会社）

「小規模なコンクリート舗装橋の表面を強化する

  『スーパーロメンパッチＤＮ工法』」

 松下 征司（ニチレキ株式会社四国支店）

「下水道特別重点調査における上下水道DXカタログ技術の複合的活用」

 山﨑 靖治（NTTインフラネット株式会社四国事業部）　
 青島 亘佐（株式会社福山コンサルタント）　

インフラ整備・維持管理・防災新技術講演会
& 第１０回ピッチイベント
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02
　令和７年１１月２１日のインフラメンテナンス市区町村長会議四国ブロック会議総会に引き続き、四国地方フォーラム ピッチイベント（第１

１回）を開催しました。

　本イベントは行政会員が抱えるインフラに関する悩み（ニーズ）の解決を図るため、公募により企業会員等の保有する技術やノウハウ

（シーズ）をマッチングさせることを目的に開催していますが、今回は本省公共事業企画調整課の飯島主査より「人手不足時代に束で立

ち向かう！ 群マネ、全国展開へ」と、愛媛大学の山本特定教授よりVRシステムオブザイヤーグランプリを受賞した「橋梁点検デジタル

教育プラットフォームIMSS」についての講演も頂きました。

　今回は、高知県、高松市､三豊市､大川村より寄せられた「道路施設や道路埋設物（占用）の維持管理システム」と「舗装点検や調査

方法」「小規模橋梁の点検方法」に関するニーズに対して、応用地質株式会社の「地中インフラの正確な３次元位置情報を可視化・マッ

プ化する技術」、トヨタ自動車株式会社の「橋梁点検効率化支援システム」、株式会社第一コンサルタンツの「簡易３Ｄインフラ点検プ

ラットフォーム」、ニチレキ株式会社四国支店の「スマートフォンによる道路点検DXシステム「GLOCAL-EYEZ」」について４シーズの紹介

を行いました。

　また、四国地方フォーラムリーダーである愛媛大学の矢田部名誉教授に総括を頂き、インフラマネジメント推進意識の向上が得られ

ました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１１月２１日（金） １５:３０～１７:００

かがわ国際会議場（高松市）

自治体、企業、県など関係者（約１４０名）

開会挨拶 
矢田部 龍一（愛媛大学 名誉教授／四国地方フォーラムリーダー）

講演
「人手不足時代に束で立ち向かう！群マネ、全国展開へ」

 飯島 智典（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 主査）

「橋梁点検デジタル教育プラットフォームIMSSについて」

 山本 浩司（愛媛大学 特定教授）

ニーズ発表
田中 裕（国土交通省 四国地方整備局 企画部 環境調整官）

シーズ紹介
「地中インフラの正確な３次元位置情報を可視化・マップ化する技術」

 岡田 聡（応用地質株式会社）

「橋梁点検効率化支援システム」

 北本 将史（トヨタ自動車株式会社）

「簡易３Ｄインフラ点検プラットフォーム」

 片山 直道（株式会社第一コンサルタンツ）

「スマートフォンによる道路点検DXシステム「GLOCAL-EYEZ」」

 松下 征司（ニチレキ株式会社四国支店）

総括及び閉会挨拶
矢田部 龍一（愛媛大学 名誉教授／四国地方フォーラムリーダー）

北海道フォーラム四国地方フォーラム

群マネ講演（公共事業企画調整課 飯島主査）

挨拶・総括（フォーラムリーダー 矢田部名誉教授）

参加企業からのシーズ紹介

総括（フォーラムリーダー 矢田部名誉教授）

参加企業からのシーズ紹介

参加者による意見交換会開催

03 CTB-ehime国土強靭化講演会 & 第１２回ピッチイベント
　CTB-ehime国土強靭化講演会と連携し、 四国地方フォーラム ピッチイベント（第１２回）を令和８年１月２２日に開催しました。

　行政による技術開発として、高松港湾空港技術調査事務所より「水中ロボを活用した桟橋式岸壁の点検手法」についての技術紹介

と、香川県､松山市､久万高原町、梼原町より寄せられた「河床堆積土砂量の把握」「舗装構造や工事履歴等の情報管理手法」「管理

施設点検の高度化・無人化」に関するニーズに対して、３企業からのシーズ提案の紹介を行いました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和８年１月２２日（木） １３:００～１７:１０

愛媛大学南加記念ホール(松山市）

自治体、県、企業など関係者（約１８０名）ハイブリッド形式

CTB-ehime国土強靱化講演会
第Ⅰ部　進む四国の社会資本整備

 ・ 野村ダム堰堤改良事業の進捗と最新技術 

  ～国土強靭化を支える取り組み～

 ・ 重信川における直轄砂防事業について

 ・ 土佐国道事務所の事業概要「四国8の字ネットワーク」

 ・ 東予港中央地区複合一貫輸送ターミナルにおける耐震強化岸壁の整備

 ・ 四国の高速道路整備状況と今後の展望

第Ⅱ部　南海トラフ地震に備える

 ・ 事前復興計画策定が南海トラフ地震対応の生命線

  ～全国に先駆けて進む愛媛・高知の事前復興計画策定の最前線～

 ・ 地上・地下一体型空間情報共通プラットフォームの構築と南海トラフ

地震への対応

インフラメンテナンス四国 ピッチイベント
◆行政による技術開発
 ・ 「水中ロボを活用した桟橋式岸壁における効率的な点検手法の検討

について」

  四国地方整備局 高松港湾空港技術調査事務所 調査係長　中澤 祐飛

◆民間による技術開発（シーズ発表）
 ・ 「ドローン・水上モビリティ活用による河川等現場点検技術の提案」

  榎本 和也（研信電操株式会社）

 ・ 「AI を用いた社会インフラ設備の台帳整備・劣化診断サービス」

  西畑 颯眞（株式会社NTTフィールドテクノ）

 ・ 「電動カート撮影による道路トンネル変状展開画像作成システムの開発」

  尾崎 勝彦（株式会社第一コンサルタンツ）

◆総括及び閉会挨拶
  矢田部 龍一（愛媛大学 名誉教授／四国地方フォーラムリーダー）

インフラメンテナンス国民会議 四国地方フォーラム
第１１回ピッチイベント
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04
 予防保全や群マネに関する新たな情報提供と、橋梁点検・診断・対策の知識習得、新技術の紹介等を目的に、自治体職員向け研修（１

日目：座学、２日目：現場研修）を実施しました。

 現地研修では新技術「OPTiM Geo Scan、eYACHO等」を体験してもらいました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１１月２７日（木）～２８日（金）

座学：愛媛県武道館（松山市）

現地研修：愛媛県道326号 出合橋（松山市）

愛媛県内自治体職員（３１名）ハイブリッド形式

座学
 ・ 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

 ・ 橋梁点検デジタル教育プラットフォーム IMSS について

  山本 浩司（愛媛大学 特定教授）

 ・ 橋梁点検マニュアルの動向と新技術の取組

  「橋梁定期点検について」

  「eYACHOの紹介」

  「インフラの遠隔監視技術の紹介」

  「3Dスキャナーの技術紹介～スマホで実現する3D測量～」

  　株式会社芙蓉コンサルタント

  「社会インフラ設備の台帳整備・劣化診断サービス Audin AI」

  　株式会社NTTフィールドテクノ

◆閉会挨拶
　　西条市（四国ブロック 企画委員）

現地研修
 ・ 新技術体験実習（OPTiM Geo Scan、eYACHO等）

  　株式会社芙蓉コンサルタント

  　株式会社NTTフィールドテクノ

インフラメンテナンス研修in愛媛

北海道フォーラム四国地方フォーラム

３Dスキャナー（OPTiM Geo Scan）体験

山本教授によるIMSS説明

非破壊検査機器を使用した橋梁鉄筋調査

05 インフラメンテナンス研修in香川
　予防保全や群マネに関する新たな情報提供と、橋梁点検・診断・対策の知識習得、近年多発している上下水道インフラ損傷に起因す

る道路陥没事故の未然防止に向けた取り組み紹介を目的に自治体職員向け研修（１日目：座学、２日目：現場研修）を実施しました。

　現地研修では連続打音検査装置「こんこん」と、変状展開画像撮影による小規模トンネル点検手法を体験してもらいました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１２月４日（木）～５日（金）

座学：フソウテクノセンター（高松市）

現地研修：国道32号 成合大橋（高松市）

香川県内自治体職員（１１名）ハイブリッド形式

座学
 ・ 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

 ・ 橋梁点検デジタル教育プラットフォーム IMSS について

  　山本 浩司（愛媛大学 特定教授）

 ・ 橋梁点検支援技術の活用 －J システム・こんこん－

  　株式会社四電技術コンサルタント

  　株式会社ジャスト西日本

 ・ 上下水道インフラに起因する道路陥没事故の未然防止に向けて

 ・ 上下水道インフラの技能研修や安全教育の「場」の整備

  　株式会社フソウ

◆閉会挨拶
　　坂出市（四国ブロック 企画委員）

現地研修
 ・ 「Jシステム」および連続打音検査装置「こんこん」を用いた現地実習

  　株式会社四電技術コンサルタント

  　株式会社ジャスト西日本

 ・ 電動カート撮影による変状展開画像作成システムについて

  　株式会社第一コンサルタンツ

水道インフラの技能研修施設見学

水道インフラ事故防止に向けた取り組み紹介

連続打音検査装置「こんこん」の体験
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06
 予防保全や群マネに関する新たな情報提供と、橋梁点検・診断・対策の知識習得、デジタルデータの活用による社会インフラ維持の効

率化等を目的に、自治体職員向け研修（１日目：座学、２日目：現場研修）を実施しました。

 現地研修では飛行ドローンによるコンクリート橋の点検とデジタル野帳活用手法や、水上ドローンによる溝橋・水路内部（暗渠部）のコ

ンクリート部や洗堀調査を体験してもらいました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１２月１５日（月）～１６日（火）

座学：あわぎんホール（徳島市）

現地研修：徳島県道30号 中鮎喰橋（徳島市）

徳島県内自治体職員（３２名）ハイブリッド形式

座学
 ・ 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

 ・ 橋梁点検デジタル教育プラットフォーム IMSS について

  　山本 浩司（愛媛大学 特定教授）

 ・ デジタルデータの活用による社会インフラ維持の効率化

  　四国建設コンサルタント株式会社

  　NTTインフラネット株式会社

  　株式会社NTTフィールドテクノ

◆閉会挨拶
  　美波町（四国ブロック 企画委員）

現地研修
 ・ 飛行ドローン点検

  「飛行ドローンによるコンクリート橋のひび割れ幅、長さ、剥離確認」

  「橋梁点検課題解決アプリ（デジタル野帳）による現場作業の効率化」

 ・ 水上ドローン点検

  「溝橋・水路内部（暗渠部）のコンクリート調査」

  「橋脚の洗堀調査」

  　四国建設コンサルタント株式会社

  　株式会社NTTフィールドテクノ

  　株式会社ジャパンインフラウェイマーク

インフラメンテナンス研修in徳島

北海道フォーラム四国地方フォーラム

橋脚洗堀調査（水上ドローン）の説明

効率的なインフラ維持技術の解説

飛行ドローンとMMS搭載車両の見学

07 インフラメンテナンス研修in高知
 予防保全や群マネに関する新たな情報提供と、橋梁点検・診断・対策の知識習得、小規模橋梁における実用的な新技術の紹介、市町

村道における舗装の維持管理手法の紹介等を目的に、自治体職員向け研修（１日目：座学、２日目：現場研修）を実施しました。

 現地研修ではFWD測定車による舗装診断や、変状展開画像撮影による小規模トンネル点検手法の見学、路面補修材料の施工を体

験してもらいました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和８年１月１５日（木）～１６日（金）

座学：株式会社第一コンサルタンツ 会議室（高知市）

現地研修：国道195号 布師田大橋（高知市）

高知県内自治体職員（２７名）ハイブリッド形式

座学
 ・ 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について

 ・ 橋梁点検デジタル教育プラットフォーム IMSS について

  　山本 浩司（愛媛大学 特定教授）

 ・ 小規模橋梁における実用的な新技術の紹介

  　株式会社第一コンサルタンツ

 ・ 市町村道における舗装の維持管理

  　ニチレキ株式会社四国支店

◆閉会挨拶
　　須崎市（四国ブロック 企画委員）

現地研修
 ・ 舗装診断FWD測定車「Smart ロメンキャッチャー」による健全度評価

 ・ 路面補修材料「スーパーロメンパッチレスキューパッチ」の施工体験

  　ニチレキ株式会社四国支店

 ・ 電動カート撮影による変状展開画像作成システムについて

 ・ ドローンによる橋梁点検について

  　株式会社第一コンサルタンツ

FWD測定車による舗装診断の見学

山本教授によるIMSS説明

路面補修材の施工体験
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08
　インフラの老朽化が進む中、地方自治体が管理する小規模・多数の施設は、人員・予算の制約から事後保全型の管理から脱却できず、

持続可能性が大きな課題となっています。特に、効率化の鍵となる新技術は、小規模施設ほど導入が遅れていることから、活用事例

と、持続可能な体制構築に向けた実践的な情報手法を紹介しました。

　また、特別講演では、小規模橋梁に特化した効率的な点検手法と、今後のインフラマネジメントの方向性について説明を頂きました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和７年１２月１８日（木） １３:３０～１６:３０

二番町ホール（松山市）

四国MEの会会員、自治体、企業など関係者（５０名）ハイブリッド形式

主催：四国MEの会、愛媛大学防災情報研究センター

共催：インフラメンテナンス国民会議 四国地方フォーラム

第一部：技術紹介
 ・ 「トンネル点検DXソリューション ～小規模トンネルにおける省力化～」

  　富士フイルム株式会社

 ・ 「橋梁点検調書作成支援システム『タテログ』」

  　株式会社ジャスト、DAC-NOTE株式会社

 ・ 「テラセルマットレス工法」

  　東京インキ株式会社

 ・ 「路面損傷調査システム」

  　株式会社愛亀　

第二部：地方自治体のインフラメンテナンス
 ・ 自治体の小規模橋梁を対象とした橋梁基本定期点検導入

  　鶴田 修一（大阪大学 産業科学研究所 助教）

北海道フォーラム四国地方フォーラム

四国MEの会 フォローアップ研修
～地方自治体の持続可能なインフラメンテナンスに向けて～ 09

　四国では地域インフラを支えるため、平成２６年度に四国社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座が発足し、２年後には養

成講座認定者が集う愛媛（現四国）MEの会が発足し、今年度は10周年の節目を迎え２８０名の技術者養成に達しています。

　本シンポジウムでは、今後の地方インフラマネジメントの改革に向け、「見える化」「メリハリ」など、インフラメンテナンスの新たな取

り組みや四国MEが担う役割について議論を行いました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和８年１月９日（金） １３:１５～１７:００

愛媛大学南加記念ホール（松山市）

四国MEの会会員、自治体、企業など関係者（約１８０名）ハイブリッド形式

主催 ： 愛媛大学防災情報研究センター、四国MEの会

共催 ： （公社）土木学会四国支部、インフラメンテナンス市区町村長会

議 四国ブロック

第一部：四国MEの会の10年を迎えて
 ・ 「四国MEの会の生い立ちと未来」

   片山 直道（四国MEの会 会長）

 ・ 「四国MEの会に求めること」

   山本 浩司（愛媛大学防災情報研究センター 特定教授）

第二部：地方自治体におけるインフラメンテナンスの新たな取り組み
 ・ 「インフラメンテナンスの明日への架け橋」

   浅野 和香奈（アスパル・ワークス）

第三部：インフラメンテナンスの時代は未来へ～四国ＭＥが担う役割～
パネルディスカッション

 ・ 今後の地方におけるインフラメンテナンス

 ・ 地方におけるインフラマネジメントの体制

コーディネーター ： 森脇 亮（愛媛大学大学院 理工学研究科 教授）

パネリスト ： 篠原 伸明（愛媛県道路都市局 局長）

  松田 敏（西条市建設部 建設部長）

  四国MEの会 会員3名

会場参加者写真

四国MEの会 １０周年記念シンポジウム
～地方のインフラメンテナンスを考える～

小規模施設での新技術活用紹介

開催挨拶（四国MEの会 片山会長）

パネルディスカッションの開催状況

インフラマネジメントの改革を考える場として開催
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02 
　自治体では、「地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）」の取り組みが重要になってきています。その自治体職員を主な対象者

として、実装に向けて理解を深めてもらうことを目的に、建設コンサルタンツ協会アセットマネジメント専門委員会及び建設コンサルタ

ンツ協会九州支部との共催で開催しました。

　公表された「群マネの手引きVer1」の概説、国民への意識調査結果、自治体の維持管理の現状やアンケート結果等を共有し、維持管

理の課題やその取り組みの現在位置を確認し、今後のインフラマネジメントの在り方を展望する目的で実施しました。

日時
場所
参加者

プログラム

令和7年12月23日（火） 14:00～17:00

建設コンサルタンツ協会九州支部会議室

会場参加：19名、WEB参加：321名　計340名

１． 開会挨拶
日野 伸一（九州フォーラムリーダー  久留米工業大学 学長）

２． 建設コンサルタンツ協会の取り組み ～国民の期待と自治体の現状～
田巻 拓郎（建設コンサルタンツ協会アセットマネジメント専門委員会 委員）

※ 建コン協で実施した国民アンケートや自治体アンケート、及びヒアリ

ング結果を発表

３． 課題に応じたインフラマネジメントの実施手法の考え方
水野 高志（建設コンサルタンツ協会アセットマネジメント専門委員会 委員）

※ 「地域インフラ群再生戦略マネジメント実施手法検討会 委員（建設コ

ンサルタンツ協会 アセットマネジメント専門委員会）」としてインフラ

マネジメントの実装について説明

４． 包括管理の取組み事例の紹介
① 全国の取り組み事例の概要紹介

鈴木 健彦（建設コンサルタンツ協会アセットマネジメント専門委員会 委員）

※ 三条市、府中市、多摩市などの複数自治体の事例概要をとりまとめ

たものを発表

② 沖縄県の取り組み状況紹介

 原田 奈美（株式会社ホープ設計）

５． 群マネの手引き概要説明
祢津 知広（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 企画官）

６． 質疑応答
※ 包括的民間委託、群マネ（「群マネの手引きver1」の内容も含む）に

ついて、自治体等からオンラインで質問を受け付け（事前受付分の質

問も含め）、出席者が回答を行った。

７． 閉会挨拶
田中 清（九州フォーラムサブリーダー  建設コンサルタンツ協会九州支部 

顧問）

インフラの包括的維持管理の実装に向けた自治体支援セミナー
～地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）の普及に向けて～

日時
場所

参加者
プログラム

令和7年10月8日（水） 13:00～17:30
福岡国際会議場
会場参加：222名、WEB参加：370名　計592名
1． 開会の挨拶 
鈴木 史朗（市区町村長会議  九州・沖縄ブロック幹事／長崎市長）　
日野 伸一（九州フォーラムリーダー／久留米工業大学 学長）
垣下 禎裕（国土交通省 九州地方整備局  局長）
岡本 雅之（内閣府 沖縄総合事務局 企画調整官）
〈第一部〉基調講演
2． 国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組について
森下 博之（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 課長）　
3． 下水道に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた管路マネジメント
の転換について
外園 明成（国土交通省 大臣官房参事官（上下水道技術）付 課長補佐）
〈第二部〉市区町村長会議
4． 市町村が抱えるインフラメンテナンスの課題
【登壇者】
松永 久（柳川市長）、小松 政（武雄市長）、鈴木 史朗（長崎市長）
大西 一史（熊本市長）、椋野 美智子（日田市長）、中西 茂（鹿屋市長）
松本 哲治（浦添市長）
（１） 市町村における課題（ニーズ）調査結果の報告
（２） 自治体意見発表 ～各県における自治体の具体的課題や取組事例の紹介～
（３） とりまとめ
〈第三部〉パネルディスカッション
5． 『連携と実行～群マネに挑む挑戦者たち～』 
【ファシリテーター】
福島 邦治（株式会社日本ピーエススマートインフラサービス推進室長）
【登壇者】
岩舘 慶多（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 調整官）
平井 武志（静岡県 交通基盤部 政策管理局 未来まちづくり室 室長）
児玉 広文（公益社団法人宮崎県建設技術推進機構 常務理事 兼 技監）　
木下 義昭（一般社団法人行政エンジニア支援機構（そらゑ）代表理事）
6． 閉会の挨拶
田中 清
（九州フォーラムサブリーダー／一般社団法人建設コンサルタンツ協会 
九州支部 顧問）

九州フォーラム

01

　平成30年1月17日に設立した九州フォーラムも既に8年が経過し、九州フォーラム2025
や第5回マッチングイベント及び市民参画イベント等を開催しました。また、テックシニアー
ズも引き続き自治体からの「よろず相談」に対応してきました。 リーダー  日野 伸一

久留米工業大学 学長

インフラメンテナンス九州フォーラム2025
（インフラメンテナンス市区町村長会議  九州・沖縄ブロックとの合同開催）

　インフラメンテナンス九州フォーラム2025は、「連携の先に,みんなで“つなぐ”インフラの未来」と題し、昨年に引き続き、「インフラメ
ンテナンス市区町村長会議 九州・沖縄ブロック」と「インフラメンテナンス国民会議 九州フォーラム」の合同で開催しました。
　第１部では、国土交通省総合政策局の森下公共事業企画調整課長より「国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組につい
て」、大臣官房参事官の外園課長補佐より「下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた管路マネジメントの転換について」
について講演され、国土交通省の取組内容やインフラマネジメントの方向性などについて説明されました。
　第２部の市区町村長会議では、長崎市より市町村におけるニーズ調査結果の報告がされた後、各県企画委員である松永柳川市長、
小松武雄市長、鈴木長崎市長、大西熊本市長、椋野日田市長、中西鹿屋市長及び松本浦添市長より、各県の市町村が抱えている課
題や取組事例の紹介が行われました。さらに、ブロック幹事である鈴木長崎市長より「群マネ」を含めた連携の重要性やインフラメンテ
ナンスの更なる推進に向けた決意を新たに示されました。
　第３部のパネルディスカッションでは「連携と実行～群マネに挑む挑戦者たち～」をテーマに、冒頭AI動画を用いて日常生活を支えるイ
ンフラメンテナンスの重要性に触れ、間もなくお届けとなる「群マネの手引き」や、自治体の束(垂直、水平連携)、技術者の束(人の群マ
ネ)の取組みを紹介しました。
　今回のフォーラムでは、様々な登壇者による意見や活発な議論が展開され、人と人の”つながり”がインフラメンテナンスの未来に“つ
ながる”多くの気づきが示されるイベントとなりました。

開会挨拶の様子：長崎市長  鈴木 史朗氏

基調講演の様子：森下 博之氏

パネルディスカッションの様子

閉会挨拶の様子：フォームサブリーダー  田中 清氏

講演の様子：水野 高志氏

開会挨拶の様子：フォーラムリーダー  日野 伸一氏
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04 第5回マッチングイベント
　これまで自治体から収集してきたインフラメンテナンスに関する課題を踏まえ、自治体ニーズに対応するシーズ技術を共有し、技術発

掘と社会実装、連携促進を図るマッチングイベントを開催しました。

〇募集テーマ

① 従来技術より安価で手間のかからない除草技術（DIY可能技術含む）、または安価で効果が高く、人体や農地への影響が小さい除草剤

② 従来技術より安価で施工可能な路面補修技術（DIY可能技術含む）と補修材

③ 従来技術より安価で実施できる路面点検技術と、点検結果から対策優先度を導き出せるシステム

日時
場所
参加者

プログラム

令和8年2月6日（金） 13:30～17:00

建設コンサルタンツ協会九州支部会議室

会場参加：20名、WEB参加：361名　計381名

１．開会挨拶　
田中 清（インフラメンテナンス国民会議九州フォーラム サブリーダー）

２．募集テーマ（ニーズ）の説明
九州地方整備局 企画部 伊藤環境調整官

３．シーズの紹介（質疑応答含む）
『除草に関する技術』

① 「エスプラネードライト、デスティニーを用いた除草技術」：エンバイロ

サイエンスジャパン株式会社

② 「再生骨材を用いたサーキュラーエコノミーとカーボンニュートラルを

両立した防草舗装材」：鹿島道路株式会社

③ 「温水除草システムによる除草工法」：ケルヒャー ジャパン株式会社

『路面補修に関する技術』

①「ＰＭＲ９９＋：強さと柔軟性を兼ね備えた超高粘度アスファルトを使用

したマット型舗装補修材」：鹿島道路株式会社　

『路面点検・診断に関する技術』

①「簡易な日常点検ツールＸデータ統合システムによる舗装対策優先度

算定」：株式会社福山コンサルタント

②「デジメジャ」簡易断面計測アプリ」：日進機工株式会社

４．閉会挨拶　
九州地方整備局 企画部 原田事業調整官

九州フォーラム

03
　自治体が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者が問題解決に繋がる技術等を紹介する現場実証試験をしました。

　令和7年2月7日（金）に開催した第4回マッチングイベントのニーズである①小規模橋梁にも効果的な点検・診断技術等、②小規模橋

梁における橋梁補修方法、材料等の課題に対して、株式会社ガイアートが有する「ニンジャシール（橋梁伸縮装置補修工法）」の現場実

証試験を実施しました。

日時

場所

参加者

プログラム

【第1回】令和7年8月26日（火） 10:00～14:00

【第2回】令和7年9月17日（水） 9:00～14:00

【第3回】令和7年10月29日（水） 9:30～12:00

【第1回】福岡県筑紫野市　宝珠橋

【第2回】福岡県大川市　早馬橋

【第3回】熊本件荒尾市　四反田橋

【第1回】8名

【第2回】17名

【第3回】10名

①施工概要説明 :約10分

②２次止水メジエイド設置：約20分

③目地部プライマー塗布 乾燥：約60分

④目地部ニンジャシール施工：約60分

現場実証試験【計3回】

補修完了の様子

伸縮補修材施工の様子

バックアップ材設置の様子

講演の様子（エンバイロサイエンスジャパン）

募集テーマ説明の様子（伊藤環境調整官）

開会挨拶の様子（田中フォーラムサブリーダー）
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日時
場所

参加者
プログラム

沖縄フォーラム

01

　沖縄フォーラムは、平成30年3月5日に準備会での議論のうえ、平成30年3月22日に設
立しました。
　自治体が抱えるインフラメンテナンスの課題を克服するために、産学官民が一丸となって
解決に取り組んでまいります。

リーダー　有住 康則
琉球大学 名誉教授

インフラメンテナンス国民会議マッチングイベント

　本イベントは、市町村道路管理者に参加して頂き、多くの技術を見て頂くことで、インフラメンテナンスの意識向上を図るとともに、

ニーズのある技術については、採用検討の場としての提供を行います。

　沖縄県道路メンテナンス会議と同時開催し、道路管理を行う地方自治体職員に技術紹介を行いました。

令和７年９月１６日（火） １５:００～１７:００

沖縄総合事務局 那覇第２地方合同庁舎２号館２階災害対策室、

共有会議室

約８０名（沖縄総合事務局､地方自治体､民間企業等）

技術紹介の様子

開会挨拶の様子

企業ブースにおける技術紹介の様子

挨拶
岡本 雅之（沖縄総合事務局 企画調整官） 

マッチングイベント
（１）各技術のプレゼンテーション

 ・ 沖縄総合事務局、地方自治体を対象

（２）各ブースにおいて技術紹介

 ・ 沖縄総合事務局、地方自治体、民間業者（コンサルタント、

  建設業者）を対象

九州フォーラム

05
　九州フォーラムでは、市民参画イベントとして「小学生１DAYインターンシップ～コンクリートのプロとモノづくり体験～」を開催しました。

　小学生を対象に、コンクリートに関する講義の受講、コンクリート（モルタル）を使ったモノヅクリ体験を通して、建設業の面白さを感じて

もらうとともに、稼働中の工場見学、災害時におけるコンクリート構造物の紹介などを実施し、インフラ施設やメンテナンスの重要性・必要

性を考える機会を提供しました。

日時
場所

参加者
プログラム

令和8年2月23日（月・祝） 10:00～16:00

株式会社 富士ピー・エス 九州小竹工場

20名

〈コンクリートに関する説明〉
 ・ 材料の構成、歴史、身の回りにあるコンクリート構造物

 ・ 打設方法説明（コンクリート、モルタル）

〈コンクリート（モルタル）打設体験〉
 ・ 型枠作成、材料の計量、練り混ぜ、打設を行い、傘立て（ペン立て）を作製

〈災害時におけるコンクリート構造物〉
〈工場で作られるコンクリート〉
 ・ RC,PCの違い

 ・ 工場見学

市民参画イベント

モルタルを作成している様子

コンクリートに関する講義を受講する様子

工場見学（富士ピー・エス九州小竹工場）の様子
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　インフラメンテナンス大賞は、日本国内におけるインフラメンテナンスに係る優れた取組や技術開発を表彰し、好事例として広く紹 
介することにより、我が国のインフラメンテナンスに関わる事業者、団体、研究者等の取組を促進し、メンテナンス産業の活性化を図 
るとともに、インフラメンテナンスの理念の普及を図ることを目的として実施するものです。 
　第9回は、8省（総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、防衛省、国土交通省）が所管する施設につ
いて332件の応募があり、44件の受賞者を決定し、令和8年1月20日及び21日に表彰式を実施しました。

内閣総理大臣賞、各省大臣賞表彰式　
木原 稔（内閣官房長官）

金子 恭之（国土交通大臣）

堀内 詔子（総務副大臣）

山本 啓介（農林水産大臣政務官）

井野 俊郎（経済産業副大臣） 

吉田 真次（防衛大臣政務官） 

上田 康治（環境事務次官）

岩城 一郎（インフラメンテナンス大賞選考委員会 委員長／日本

大学 工学部土木工学科教授）

特別賞、優秀賞表彰式
岩城 一郎 （インフラメンテナンス大賞選考委員会 委員長／日本

大学 工学部土木工学科教授）

日時・場所

プログラム

内閣総理大臣賞、各省大臣賞表彰式　令和8年1月20日（火）　   

首相官邸2階 大ホール　　 

特別賞、優秀賞表彰式　令和8年1月21日（水）
中央合同庁舎３号館（国土交通省）１０階共用会議室   

第9回インフラメンテナンス大賞

木原稔内閣官房長官による祝辞

金子恭之国土交通大臣による挨拶

岩城 一郎選考委員会委員長による講評

第9回インフラメンテナンス大賞受賞者

内閣総理
大臣賞 -
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道路

水道

林野

農業農村

水産基盤等

電力

下水道

道路

廃棄物処理

自衛隊施設

文教施設等

農業農村

ガス

港湾・海岸

廃棄物処理

自衛隊施設

農業農村

農業農村

農業農村

農業農村

農業農村

電力

電力

ガス

ガス

道路

水道

下水道

下水道

鉄道

鉄道

鉄道

鉄道

公園

道路

道路

道路

道路

空港

官公庁施設

株式会社 堀口組

NTT株式会社

NTTインフラネット株式会社

国土防災技術株式式会社

株式会社ダイトー

アズビル株式会社

株式会社Liberaware

飯島いいものつくろう会

日本ペイント株式会社

加山興業株式会社

京環メンテナンス株式会社

株式会社シー・エス・ケエ

大成建設株式会社、株式会社地層科学研究所

愛知川沿岸土地改良区

ブラウンリバース株式会社

五洋建設株式会社

株式会社イーアイアイ

前田建設工業 株式会社

沖縄本島南部土地改良区

寒河江川土地改良区

岩手県土地改良事業団体連合会

十石堀維持管理協議会

東条川疏水ネットワーク博物館会議

一般財団法人 電力中央研究所

大阪ガスネットワーク株式会社

東京ガスネットワーク株式会社

岐阜県 加茂郡 七宗町役場

福岡市水道局

福岡市道路下水道局中部水処理センター

藤沢市 道路下水道部 道路維持課

東日本旅客鉄道株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

CalTa株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

熊本市文化市民局、株式会社大林組

栄建設株式会社

特定非営利活動法人荒川クリーンエイド・フォーラム

鹿島建設株式会社

株式会社構研エンジニアリング

西日本高速道路エンジニアリング四国株式会社

NSW株式会社

大成建設株式会社

豪雪地の交通インフラ維持を図る除雪支援の取組

浅層埋設管路防護技術

立会受付Webシステムによる官民共同受付の推進

三次元データを用いた地すべりトンネル排水工における亀裂・変形等の効率的記録手法

“GIS”と“ノーコードアプリ”を活用したデータ蓄積による土地改良施設の効率的な保全管理

FRGカバー工法（埋設型枠）による漁港等水産基盤施設の補修・防食技術

AI技術×操業データによるCBMの実現

人が立ち入れない空間のインフラ点検を可能にする小型ドローン技術の実装と普及

太田切川の常水路工（魚道）施工のスタンダード化

さびを味方にインフラを守る維持管理コスト低減型新機能性塗料ダンジオーラシステム

埋め立て処分場の負荷軽減に向けたAI選別ロボットの導入プロジェクト

RAKUYU－Z工法（不断水水替工法）

マンホール鉄蓋取替工事の効率化と耐久性を追求した「セイフティーフラット工法」

地震動を受けたインフラ施設の建物モニタリングによる健全性評価システム

データを根拠とした農業用水の水管理への挑戦

3Dビューア「INTEGNANCE VR（インテグナンス）」による効率的な設備保全の提案

球体発射・回収装置による桟橋下面の打音調査システム

LiB火災対策に向けたAI火花検知システム「SparkEye®」の普及

PFOS/PFOAが混入した消火用貯水槽の機能正常化への取組

スマート水管理の構築～効率と安全の両立～

【次世代のために】IoT×地理空間情報で農業水利施設の維持管理効率化・高度化

350年受け継がれる「十石堀用水」を後世に残す歴史と維持管理

東条川疏水ネットワーク博物館構想の推進

電力安定供給を支える高効率火力発電プラントの微小サンプル寿命診断技術

大気腐食モニタリングセンサを活用した送電鉄塔の保全方策確立

3D写真技術を活用した竣工図自動作成

地震・水害発生時における二次災害防止のための防災システムの構築

みんなでぬりかえ、未来へつなぐ安心の橋～プロジェクト1184～

下水処理場流入汚水への海水混入調査手法について

道路管理者と下水道管理者が一体で道路陥没マネジメントを実践！

新幹線モニタリング車による線路設備のスマートメンテナンス

レベル3.5飛行によるVTOL型ドローンを活用した鉄道斜面調査の取組み

デジタルツインが拓く鉄道土木の未来型マネジメント

新幹線トンネル検査のDXへの取り組み

熊本城飯田丸五階櫓石垣復旧事業における耐震補強の確実性を高める取組み

モータースポーツを活用した担い手育成とイメージアップ広報活動

荒川クリーンエイド ～治水インフラ「荒川放水路」を支える市民参加型メンテナンス～

舗装構造の影響把握システム「PaveScope」の開発

ＡＩ打音マネジメントシステム「ウェイヴ・ブレイナーＰＲＯ」

橋梁などのコンクリート変状において遠望非接触にて赤外線法により検出する技術

IoTデータと3D空間の融合による「デジタルツイン設備管理」

総務大臣賞

-

総務省

総務省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

環境省

防衛省

総務省

文部科学省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

環境省

防衛省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

農林水産
大臣賞

国土交通
大臣賞

経済産業
大臣賞

環境大臣賞

防衛大臣賞

特別賞

優秀賞

情報通信技術の
優れた活用に関する
総務大臣賞

表彰の
種類

省 部門※ 分野 応募者
（代表企業・団体名）

応募案件名

情報通信
関連施設

情報通信
関連施設

河川・ダム・
砂防・海岸

河川・ダム・
砂防・海岸

熊本平野南部土地改良区、熊本県土地改良事業
団体連合会、熊本県農林水産部

東京電力パワーグリッド株式会社、
東京電力ホールディングス株式会社

水中清掃ロボットを活用した不断水によるファームポンド（農業用配水タンク）の
底部土砂の清掃

人工衛星（マクロ）とAI･IoTセンサ（ミクロ）を掛け合わせた効率的な漏水調査シス
テムの構築を目指して

ドローンと3Dスキャンカメラを活用したデジタル点検手法とそれを補助する点検実
務チームのパッケージ化

※凡例　ア／メンテナンス実施現場における工夫部門　イ／メンテナンスを支える活動部門　　ウ／技術開発部門


